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令和７年３月清須市議会定例会会議録 

 

 令和７年２月２１日、令和７年３月清須市議会定例会は、清須市議会仮設議事堂（清須市五条

川防災センター）に招集された。 

１．開会時間 

   午前９時３０分 

 

２．出席議員 

   １番  伊 藤 奈 美         ２番  浅 妻 奈々子 

   ３番  齊 藤 紗綾香         ４番  土 本 千亜紀 

   ５番  松 岡 繁 知         ６番  山 内 徳 彦 

   ７番  冨 田 雄 二         ８番  松 川 秀 康 

   ９番  大 塚 祥 之        １０番  小 﨑 進 一 

  １１番  飛 永 勝 次        １２番  野々部   享 

  １３番  岡 山 克 彦        １４番  林   真 子 

  １５番  加 藤 光 則        １６番  高 橋 哲 生 

  １７番  伊 藤 嘉 起        １８番  久 野   茂 

  １９番  浅 井 泰 三        ２０番  成 田 義 之 

  ２１番  天 野 武 藏 

計  ２１名 

 

３．欠席議員 

    な      し 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のために出席した者は、次のとおりであ

る。 

市 長  永 田 純 夫 

副 市 長  葛 谷 賢 二 

教 育 長  天 埜 幸 治 
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企 画 部 長  河 口 直 彦 

総 務 部 長  岩 田 喜 一 

危 機 管 理 部 長  飯 田 英 晴 

市 民 環 境 部 長  石 田  隆 

健 康 福 祉 部 長  丹 羽 久 登 

建 設 部 長  長 谷 川  久  高 

会 計 管 理 者  三 輪 好 邦 

監 査 委 員 事 務 局 長  吉 田  敬 

企 画 部 次 長 兼 企 画 政 策 課 長  林  智 雄 

総 務 部 次 長 兼 総 務 課 長  楢 本 雄 介 

総 務 部 次 長 兼 収 納 課 長   清 岳 

危機管理部次長兼危機管理課長  舟 橋 監 司 

市民環境部次長兼生活環境課長  松 村 和 浩 

健康福祉部次長兼児童保育課長  吉  野  厚  之 

健康福祉部次長兼健康推進課長  古  川  伊 都 子 

建設部次長兼新清洲駅周辺まちづくり課長  前 田 敬 春 

人 事 秘 書 課 長  岡  田  善  紀 

財 政 課 長  服 部 浩 之 

社 会 福 祉 課 長  鈴 木 許 行 

ス ポ ー ツ 課 長  髙 山  敬 

 

５．本会議に職務のために出席した者の職、氏名 

議 会 事 務 局 長  後 藤 邦 夫 

議会事務局次長兼議事調査課長  鹿 島 康 浩 

議 事 調 査 課 係 長  炭 竈 愛 子 

 

６．会議事件は、次のとおりである。 

  日程第 １ 議席の指定について 

  日程第 ２ 会議録署名議員の指名について 
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  日程第 ３ 会期の決定について 

  日程第 ４ 諸般の報告について 

  日程第 ５ 施政方針について 

  日程第 ６ 承認第 １号 専決処分した事件（令和６年度清須市一般会計補正予算（第６ 

               号））の承認について 

  日程第 ７ 議案第 １号 令和７年度清須市一般会計予算案 

  日程第 ８ 議案第 ２号 令和７年度清須市国民健康保険特別会計予算案 

  日程第 ９ 議案第 ３号 令和７年度清須市介護保険特別会計予算案 

  日程第１０ 議案第 ４号 令和７年度清須市後期高齢者医療特別会計予算案 

  日程第１１ 議案第 ５号 令和７年度清須市水道事業会計予算案 

  日程第１２ 議案第 ６号 令和７年度清須市下水道事業会計予算案 

  日程第１３ 議案第 ７号 清須市こども計画審議会条例案 

  日程第１４ 議案第 ８号 清須市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する 

               条例案 

  日程第１５ 議案第 ９号 清須市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条 

               例の一部を改正する条例案 

  日程第１６ 議案第１０号 清須市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例 

               の一部を改正する条例案 

  日程第１７ 議案第１１号 清須市職員の給与に関する条例及び清須市職員の定年等に関す 

               る条例等の一部を改正する等の条例の一部を改正する条例案 

  日程第１８ 議案第１２号 清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一 

               部を改正する条例案 

  日程第１９ 議案第１３号 清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 

  日程第２０ 議案第１４号 清須市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の 

               一部を改正する条例案 

  日程第２１ 議案第１５号 清須市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 

  日程第２２ 議案第１６号 清須市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 

  日程第２３ 議案第１７号 清須市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める 

               条例の一部を改正する条例案 
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  日程第２４ 議案第１８号 清須市児童遊園及びちびっこ広場の設置及び管理に関する条例 

               の一部を改正する条例案 

  日程第２５ 議案第１９号 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改 

               正する条例案 

  日程第２６ 議案第２０号 清須市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並び 

               に水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条 

               例案 

  日程第２７ 議案第２１号 財産の無償譲渡について 

  日程第２８ 議案第２２号 市道路線の認定及び廃止について 

  日程第２９ 議案第２３号 令和６年度清須市一般会計補正予算（第７号）案 

  日程第３０ 議案第２４号 令和６年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）案 

  日程第３１ 議案第２５号 令和６年度清須市介護保険特別会計補正予算（第３号）案 

  日程第３２ 議案第２６号 令和６年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

               案 

  日程第３３ 議案第２７号 令和６年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）案 

  日程第３４ 議案第２８号 令和６年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）案 

  日程第３５ 報告第 １号 専決処分した事件（損害賠償の額を定め、和解すること）の報 

               告について 

  日程第３６ 報告第 ２号 専決処分した事件（損害賠償の額を定め、和解すること）の報 

               告について 

  日程第３７ 発議第 １号 清須市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条 

               例案 

  日程第３８ 請願第 １号 愛知県議会議員選挙の選挙区に関する請願書 

 

（ 傍聴者 ２名 ） 
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（ 時に午前９時３０分 開会 ） 

議長（岡山克彦君） 

 おはようございます。 

 令和７年３月清須市議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は、２１名でございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日、石黒教育部長から欠席の屆出が提出されています。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりでございます。 

 日程第１、「議席の指定」を行います。 

 議席は、会議規則第４条第１項の規定により、ただいま御着席のとおり指定いたします。 

 日程第２、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、７番冨田議員、８番松川議員

を指名いたします。 

 日程第３、「会期の決定について」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月２１日までの２９日間といたしたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議長（岡山克彦君） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日から３月２１日までの２９日間と決定いたします。 

 日程第４、「諸般の報告」をいたします。 

 議会閉会中の動向について報告いたします。 

 お手元に配布しています議員活動状況報告書のとおりでありますので、朗読は省略いたします。 

 また、監査委員から地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、令和６年１０月分から

１２月分までの現金出納の検査の結果について及び同法第１９９条第９項の規定により、定期監

査の結果報告書が議会宛てに提出されておりますので、受理したことを報告いたします。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 
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 日程第５、「施政方針」を議題といたします。 

 令和７年度の施政方針を永田市長より受けます。 

 施政方針は、発言席でお願いいたします。 

 永田市長。 

＜ 市長（永田純夫君）登壇 ＞ 

市長（永田純夫君） 

 おはようございます。 

 令和７年３月清須市議会定例会の開会に臨み、来る令和７年度の市政運営につきまして、私の

基本的な考え方である施政方針を申し上げ、議員各位並びに市民の皆様の御理解と御協力を賜り

たく存じます。 

 令和３年８月に市民の皆様からの御信任を賜り、私自身２期目の市長を務めさせていただいて

おりますが、その任期も残すところあと半年を切りました。これまでの８年間を通じて、選挙で

掲げた「力強い清須」の実現に向けた公約も、五条川斎苑の建設や小中学校体育館の空調整備、

１８歳までの医療費の無償化、五条川防災センターの整備など、一つ一つを着実に実施すること

ができたものと考えており、これもひとえに議員各位を始め市民の皆様、関係各位の御支援、御

協力の賜物と心より厚く御礼を申し上げます。 

 この任期中を振り返ってみても、新型コロナウイルス感染症の流行やウクライナ情勢に端を発

する物価高騰、近年激甚化し、各地で発生する大規模災害、本市でも始まった人口減少など、清

須市を取り巻く社会情勢は、目まぐるしく変化をしてきました。これからの自治体運営には、こ

れまでの考え方にとらわれることなく、時代の変化に柔軟に対応していくことが必要だと感じて

おります。 

 令和７年度は、本市の新しい市政運営の指針として、令和６年１２月に策定をした第３次総合

計画に基づく新たなまちづくりスタートの年となります。第３次総合計画は、これまで本市が築

き上げてきたものや大切にしてきた理念を継承しながら、近年の行政課題や社会情勢の変化を踏

まえて策定を進めてまいりました。 

 第３次総合計画では、これからの清須市が目指す将来像として、「水と歴史に織りなされた 

安心・快適で魅力あふれる“はぐくみ都市”」を掲げています。市民の皆様の安心で快適な暮ら

しを確保することはもちろん、本市が持つ特色を生かした魅力にあふれるまちの実現を目指すと

ともに、“はぐくみ都市”という言葉には、本市の未来を担う子どもたち、市民のまちに対する
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誇りや愛着、人と人とのつながりなど、様々なものが大切に育まれるまちにしていきたいという

思いが込められています。 

 これから御説明いたします令和７年度の当初予算は、この将来像の実現に向けた第一歩となり

ます。本市の財政状況は、歳入の基幹となる市税収入につきまして、企業による賃上げや令和

６年度に全国的に実施された定額減税の縮小等の影響による増加が見込まれます。しかしながら、

子育て支援の拡充や高齢化の進展による社会保障関係費の増加が見込まれることに加え、大規模

な施策事業の推進、公共施設の計画的な維持管理、物価高騰の影響を受ける方々への生活支援な

ど、様々な財政需要に対応していく必要があり、今後も厳しい財政運営が予想されます。 

 そのような中、限られた財源を真に必要な分野に重点的かつ効率的に配分することを基本に、

市民の皆様の安心で快適な暮らしを確保するとともに、本市が持つ特色を生かした魅力あるまち

づくりを推進し、そして、これからの清須市が目指す“はぐくみ都市”の実現に向けて、未来へ

の力強い一歩を踏み出す、こうした思いを持って編成をいたしました。 

 予算の柱立てとしては、第３次総合計画を踏まえて七つの柱で整理をいたしております。以下、

その柱立てに沿いまして、主要な事業について御説明させていただきます。 

 一つ目は、「安全で安心に暮らせるまちをつくる」であります。 

 近年、全国各地で発生している大雨等による大規模災害や今後発生が予想されている南海トラ

フ地震等への減災対策として、的確な情報伝達は必要不可欠であります。しかしながら、その伝

達手段の一つとして重要な設備である防災行政無線につきましては、設置から２０年近くが経過

し、老朽化が著しいため、防災行政無線親局設備等の更新を行い、的確な情報の伝達体制を確保

してまいります。 

 また、災害発生時に避難者が安心して避難生活を送れるよう、令和６年度に引き続き指定避難

所の防災備蓄倉庫の更新及び必要な防災資機材の整備を進めてまいります。 

 水害に対するためのハード面の整備として、国、県、名古屋市が実施する枇杷島地区特定構造

物改築事業につきましては、現在も引き続き枇杷島橋の架け替え工事及び名鉄名古屋本線をまた

ぐ枇杷島陸橋の架け替え工事が行われています。庄内川狭窄（さく）部の解消及び円滑な交通の

確保に向け、関係機関と連携してしっかりと取り組んでまいります。 

 雨水排水対策につきましては、水場川右岸排水区の雨水幹線の整備、堀江ポンプ場及び豊田川

ポンプ場の改築・更新を引き続き進めてまいります。 

 さらに、地震防災対策といたしまして、令和６年能登半島地震の発生以降、関心がより一層高
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まっている住宅の耐震化につきましては、民間木造住宅耐震改修費補助金の限度額を引き上げる

とともに、精密診断設計の実施に係る補助金を新設することで、更なる強化を図ってまいります。 

 また、空き家対策及び危険なブロック塀対策等に対する補助金についても引き続き啓発し、地

域の安全・安心と良好な生活環境の確保に努めてまいります。 

 そして、防災関連施設である庄内川水防センターにつきましては、公共施設個別施設計画に基

づいた大規模改修工事を実施し、建物の安全性の向上、防災対策の強化及びコミュニティ活動の

推進を図ってまいります。 

 また、地域防災活動の重要な担い手である清須市消防団が、第７０回愛知県消防操法大会にお

いて、西春日井２市１町の代表として日頃の訓練の成果を遺憾なく発揮していただけるよう支援

してまいります。 

 市民の暮らしを守るための防犯対策につきましては、再犯防止推進計画に基づき、保護司等と

連携し、犯罪や非行をした人の立ち直りを支えるための活動や犯罪・非行防止に向けた取組や啓

発を行ってまいります。 

 二つ目は、「子どもの笑顔があふれるまちをつくる」であります。 

 本市は高い出生率を維持し続けていますが、他方、人口減少が始まっており、人口減少に歯止

めをかけるとともに、子どもや若者を地域全体で育むまちづくりを推進するため、令和６年４月

に、清須こども・はぐくみ宣言を表明しました。その宣言の一文にある「明日やあさってが楽し

みになるような、笑顔いっぱいのまち」を目指し、こども基本法やこども大綱を踏まえ、令和

９年度を計画期間の始期とするこども計画の策定に着手し、子どもの声を聴くことを重視したア

ンケート調査やヒアリング等を行ってまいります。 

 人口減少対策につきましては、結婚を望む世代の出会いの場の創出を図るため、商工会と連携

して婚活イベントを実施し、結婚を希望する方への支援を行ってまいります。 

 また、妊娠・出産において、妊婦や産婦の方々が、子どもだけでなく自分自身の健康も大切に

考え、保持・増進していただけるよう妊産婦歯科健康診査を１回から産前・産後の２回に拡充す

るほか、出産後の母子が病院で心や身体のサポートなどを受けることができる支援を、希望する

全ての方が利用できるよう対象を拡充するとともに、自己負担金の軽減を図り、利用しやすい体

制を整備してまいります。 

 そのほか、これまで子育て情報を発信してきたキヨスマをリニューアルし、市民にとって、よ

り分かりやすく、使いやすい新たな子育て情報発信ツールを構築することで、子育てに関する情
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報発信の充実を図ってまいります。 

 学校教育につきましては、長期欠席児童生徒が増加している状況を深刻に捉え、未然防止や早

期発見、早期対応の取組から始まり、学校復帰と学校以外の居場所づくりの要素がバランス良く

取り入れられた体制・環境整備が重要になると考え、令和６年度に策定した教育支援の指針「き

よす ふれあい プラン」に基づき、児童生徒の支援に取り組んでまいります。 

 教育・保育施設の整備につきましては、令和６年度から小中学校の特別教室である理科室及び

家庭科室への空調設備の設置に着手していますが、引き続き残りの図工室、技術室、美術室等に

空調設備を設置するほか、ネギヤ保育園の空調設備更新や星の宮児童センターの大規模改修など、

子どもたちが快適に過ごすことができるよう施設の適切な維持管理に努めてまいります。 

 市内小学校の入学祝品として贈呈しているランドセルは、ジェンダーレス・ジェンダーフリー

の観点から、男女共通の紺色に変更するとともに、市内中学校の制服につきましては、４月から

ブレザータイプの制服を導入いたします。 

 また、ＧＩＧＡスクール構想の推進により、児童生徒に一人１台整備したタブレット端末が令

和７年度末で運用開始から５年経過することから、令和８年４月から新しいタブレット端末が利

用できるよう準備を進めてまいります。 

 さらには、物価高騰の影響を受ける子育て世帯への経済的な支援も引き続き行ってまいります。

食材の物価高騰に伴い、令和６年度に市立小中学校の給食費を引き上げましたが、国の交付金を

活用して、令和７年度も引き続きその引上げ分を公費で負担するほか、５月から７月までの３か

月間給食費無償化を行います。 

 また、対象とならない市外の小中学校に通学している児童生徒等に対しましては、公費負担額

及び無償化相当分の給付金を支給いたします。 

 三つ目は、「誰もが健やかにいきいきと暮らせるまちをつくる」であります。 

 誰もが社会における自身の役割と生きがいを持ち、共に支え合いながら、地域でいつまでも自

分らしく暮らすことができる地域共生社会の実現に向け、令和７年度を計画期間の始期とする地

域福祉計画に基づき、高齢者、障がい者、児童などの各分野における取組を総合的・横断的に推

進してまいります。 

 その取組として、介護、障がい、子育て及び生活困窮等のあらゆる困り事に対して総合的に支

援することができる包括的な相談支援体制を令和８年３月までに構築することを目指し、検討を

進めてまいります。 
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 高齢者の福祉の充実につきましては、認知症の方が尊厳を保持しつつ、希望を持って暮らすこ

とができる地域づくりを目指して、認知症地域支援推進員を新たに市内２か所の地域包括支援セ

ンターへ配置することで、認知症に関する啓発、認知症の方への早期介入や医療機関及び介護サ

ービス事業者等とのネットワークの強化を図ってまいります。 

 さらに、高齢者個人の特性や希望に合った活動を支援する就労的活動支援事業を開始し、役割

がある形で社会参加等を促すなど、地域共生社会の実現に向けた取組を進めてまいります。 

 障がいのある方への支援につきましては、障がい児支援の中核的役割を担う民間の児童発達支

援センターにおいて、多様な障がいのある子どもやその家族などに対する支援の充実などの機能

強化を図るため、専門職員を配置し、地域全体の障がい児支援の質の底上げを図ってまいります。 

 市民の健やかな暮らしを守る施策につきましては、将来的な胃がんの発症予防を図るため、

４０歳から５９歳までの方にピロリ菌検査の補助を実施してまいります。また、市民の健康づく

りの拠点となる保健センターにつきましては、公共施設の総合的かつ計画的な管理の観点から、

市役所の整備に併せて、現在の市役所南館の執務室に従来の四つの保健センター機能を統合した

新たな保健センターを整備するための実施設計を引き続き進めてまいります。 

 国民健康保険制度につきましては、第３期国民健康保険保健事業実施計画に基づき、特定健診

等の受診率の向上を目指し、生活習慣病の早期発見につなげていくなど被保険者の更なる健康保

持・増進を図るとともに、令和７年度から愛知県が示す標準税率へと税率改正を行うことで受益

者負担の適正化を図り、安定的な運営を行ってまいります。 

 四つ目は、「便利で快適に暮らせるまちをつくる」であります。 

 将来の人口減少が予想される中でも、本市が更なる発展を遂げるためには、計画的な都市基盤

の整備により、効率的・効果的に都市機能を高めていくことが必要です。 

 一方で、市街化への機運や産業用地需要の高まりがあることから、令和６年度に改訂した新た

な都市計画マスタープランに基づき、まちづくりを推進してまいります。 

 基盤整備といたしましては、清洲駅前土地区画整理事業につきましては、早期の事業完了を目

指し、整備を推進していくとともに、事業区域内において、子どもから高齢者まで誰もが安全で

安心して利用できる都市公園を新たに整備いたします。 

 また、名鉄名古屋本線新清洲駅付近鉄道高架事業につきましては、引き続き鉄道高架のために

必要な仮側道の整備や鉄道横断水路の移設に取り組んでまいります。なお、仮線用地を除く一部

の未買収用地につきましても、引き続き、事業への御理解と御協力をいただけるよう、地権者の
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方々への丁寧な説明に努めてまいります。 

 加えて、一場東部地区周辺における基盤整備と土地利用の効率化を促進し、快適で良好な市街

地整備を図るため、引き続き土地区画整理組合の設立に向けた支援を行ってまいります。 

 そのほか、枇杷島停車場線、清洲駅前線及び清洲橋の架け替えに伴う幹線道路の整備につきま

して、愛知県と連携し、取り組んでまいります。 

 また、市道助七西市場線につきましては、令和６年度に引き続き並木道を再生させることを目

指し、街路樹の植え替えなどを行ってまいります。 

 緑地の充実につきましては、土地区画整理事業等が進行し、都市の拡大及び土地利用が進展し

ていく中で、緑地の保全及び緑化の推進を図るため、引き続き次期緑の基本計画の策定を進めて

まいります。 

 ２０５０年のカーボンニュートラル、脱炭素社会の構築に向けた取組といたしましては、引き

続き住宅用の地球温暖化対策設備への補助を行うなど、市民の皆様と共に、ＧＸ（グリーントラ

ンスフォーメーション）の推進を図ってまいります。 

 水道事業につきましては、引き続き水道管の耐震化整備を進めるとともに、配水場の機器更新

を行うことにより、水道水の安定的な供給に努めてまいります。 

 また、下水道汚水事業では、公共下水道事業計画に基づく整備を進め、引き続き供用区域の拡

大に取り組んでまいります。 

 五つ目は、「魅力に満ちた活力のあるまちをつくる」であります。 

 本市を代表する催事の一つであります尾張西枇杷島まつりにつきましては、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大の影響により、令和２年度以降、花火の打ち上げを中止しておりましたが、

山車五輌揃えも実施される今年は、西枇杷島町まつり振興会や警察を始め関係機関との調整を図

り、来場者及び会場周辺における交通の安全性を確保しながら、花火の打ち上げを実施いたしま

す。 

 そのほか、観光振興の取組といたしましては、桜の開花時期やイベント開催時における清洲城

周辺の駐車場台数の不足や周辺道路の渋滞の解消を図るため、令和６年度に引き続き清洲公園駐

車場の拡張整備を進めてまいります。 

 加えて、手軽な市内周遊観光ツールとして運営しているレンタサイクル事業「きよすあしがる

サイクル」につきまして、現在、清洲城敷地内に設置しているサイクルポートに加えて、新たに

西枇杷島福祉センター敷地内にサイクルポートを設置することで、清洲城及び美濃路周辺におけ
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る周遊性を高めてまいります。 

 地域経済の活性化に向けた取組につきましては、今なお続く物価高騰の中で、市民の皆様の生

活を下支えするとともに、市内における消費喚起を図るため、国の交付金を活用し、プレミアム

付商品券の販売を行ってまいります。 

 農業の振興につきましては、令和６年６月の食料・農業・農村基本法の改正により、農業の持

続的な発展と多様な農業者による農業の確保が規定されたことを踏まえながら、令和６年度に引

き続き農業振興地域整備計画の見直しを実施し、令和７年度末の見直し完了を目指します。 

 また、食育の推進につきましては、令和７年度を計画期間の始期とする第４次食育推進計画に

基づき、ＳＤＧｓの考え方を更に重視しながら食育の推進に努めてまいります。食を正しく理解

することによる健康づくりを推進するとともに、食を通じた人と人のつながり、地域の輪が広が

っていくよう取組を推進してまいります。 

 企業誘致の推進につきましては、企業の設備投資の動向や新たな用地需要などに関する情報を

収集するとともに、市内外への企業訪問を実施し、本市の立地環境の優位性や利便性といった魅

力を発信することで、より一層の企業立地の促進に努めてまいります。 

 加えて、企業に対する支援制度を周知し、企業立地促進基本計画で定める地区への工場等の立

地を促進するなど、企業立地を通じて新たな雇用の創出や地域課題の解決が図られるよう取り組

んでまいります。 

 六つ目は、「豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる」であります。 

 文化・芸術・生涯学習及びスポーツの振興につきましては、令和７年度を計画期間の始期とす

る第２期生涯学習推進計画に基づき、市民の皆様が様々な体験を通じて、一人一人の個性を育み

ながら、人と人がつながる活動ができるよう取組を推進してまいります。 

 市民の皆様の文化・スポーツ活動の拠点となります社会教育施設及び体育施設につきましては、

ハード面・ソフト面の両面から環境の整備を進めてまいります。 

 ハード面の整備といたしましては、大規模な改修工事に伴い、令和６年９月から休館している

アルコ清洲につきまして、７月には皆様に利用していただくことができるよう工事完了を目指し

て進めてまいります。また、春日Ｂ＆Ｇ体育館の競技場及び武道場への空調設備の設置や春日公

民館における受変電設備等の改修など施設の適正な維持管理を図るとともに、利用者の皆様が安

全で快適に施設を利用することができるよう努めてまいります。 

 ソフト面では、利用者の利便性の向上を図るため、４月から一部の施設におきまして、スマー
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トフォン等から施設の予約状況の確認、利用申請を行うことができる施設予約システムの運用を

開始してまいります。 

 七つ目は、「関わる人々の思いを大切にするまちをつくる」であります。 

 令和７年度は本市にとって節目となる重要な１年であり、７月７日には市制２０周年を迎えま

す。令和６年度においては、市制２０周年のＰＲとしてあしがるバスのラッピングやまつり等の

イベントにおける啓発活動などを行ってまいりました。令和７年度には、市制２０周年事業とし

て４月に開催するオープニングイベントを皮切りに、記念式典や市民の皆様にも御参加いただけ

るイベント等を１年間を通じて実施してまいります。 

 具体的には、清須市の誕生日を市民の皆様と共にお祝いするため、７月７日にスカイランタン

イベントを開催いたします。また、市制２０周年を契機として、本市を改めて知っていただくこ

とができる機会を創出し、本市への愛着や郷土への誇りを育むため、歴史に関する講演会や市内

巡回型の謎解きイベント、清須市を題材としたクイズで構成するクイズ大会などを実施するとと

もに、本市の今と昔を見比べることができる写真展を開催してまいります。 

 加えて、市制２０周年のＰＲや本市の魅力を発信するため、ＹｏｕＴｕｂｅ動画の制作・配信

や名古屋駅前のシンボルとして親しまれているナナちゃん人形に、市民の皆様から御応募いただ

いたデザインを基にした衣装の制作・装飾を行ってまいります。 

 これらの市制２０周年事業が市民の皆様にとって心の財産となるように、また今後、本市が更

なる飛躍を遂げるための礎となるように、市民の皆様と共に取り組んでまいります。 

 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進につきましては、市民サービスの向上及び

行政運営の効率化を図るため、令和７年３月に策定いたしますＤＸ推進ロードマップに基づき業

務フローを見直し、再構築するＢＰＲをデジタル技術やＡＩを活用し、実施してまいります。 

 さらに、書かせない窓口、迷わせない窓口、行かせない窓口等へ移行する窓口業務改革につい

て検討を進めてまいります。 

 また、自治会における地域活動のデジタル化及び情報伝達の効率化を推進するため、自治会独

自のホームページの作成や電子回覧板の導入などに要する費用の一部を助成します。 

 市役所の整備につきましては、南館の長寿命化改修に加え、時代とともに変化し、多様化する

市民ニーズに対応ができ、利用しやすく、開かれた魅力ある庁舎となるよう、西館の増築工事を

令和８年度中の供用開始に向けて着々と進めてまいります。 

 また、旧西枇杷島庁舎等につきましては、建物の解体設計を進めるとともに、跡地の活用に向
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けた検討を行ってまいります。 

 以上、令和７年度の市政運営に対する基本的な姿勢、施策の概要を申し上げてまいりましたが、

ここに御審議いただく令和７年度の当初予算は、一般会計３５５億２，３００万円、特別会計は

３会計合計で１３０億５，０８０万８,０００円、企業会計は２会計合計で３９億４，５６９万

９，０００円、合わせて５２５億１，９５０万７，０００円となります。このうち、一般会計の

予算規模は、令和６年度当初予算に対して１６．３％増となり、過去最大となります。 

 歳入につきましては、大宗をなす市税は、市民税や固定資産税の伸びが見込まれることから、

当初予算としては過去最高額となる１２９億余円となります。 

 一方、歳出では、人件費の増加や令和６年１０月に改正された児童手当の拡充に伴う扶助費の

増加などの影響により、義務的経費全体では前年度を約１０億円上回る１５５億余円となります。 

 投資的経費につきましては、庁舎西館の増築及び南館改修に伴い、前年度を約４３億円を上回

る７３億余円を計上しております。 

 今回の予算編成では、市税が過去最高額となる一方で、それを上回る義務的経費や投資的経費

などの歳出の増加がありましたが、補助金や基金、市債などを有効に活用し、財政調整基金から

の繰入れを抑えつつ、財源不足を解消することができました。 

 最後に、これまで申し上げましたとおり、令和７年度は、本市の新しい指針であります第３次

総合計画に基づく行政運営がスタートする年であるとともに、市制施行から２０年を迎える節目

の年でもあります。この市制２０周年を一つの契機としながら、令和７年度が本市の更なる飛躍

につながる１年となるよう、第３次総合計画で掲げた政策・施策の推進に全力で取り組んでまい

ります。 

 そのために、私が先頭に立ち、職員が一丸となって、市民の皆様を始め、まちに関わる方々の

想いを紡ぎ、そして、育みながら、清須市の輝く未来に向けて歩みを止めることなく進んでまい

りたいと考えております。 

 議員各位を始め市民の皆様には、より一層の御理解と御協力を賜りますよう心よりお願いを申

し上げ、私の施政方針といたします。 

 ありがとうございました。 

議長（岡山克彦君） 

 この施政方針に対し、質疑のある方は、２月２６日正午までに発言通告書の提出をお願いいた

します。 
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 ３月３日の本会議において質疑を行います。 

 お諮りいたします。 

 これより議案の審議に入りますが、日程第６、承認第１号から日程第３６、報告第２号までを

一括議題とし、市長から提案理由の説明を受けます。 

 日程第６、承認第１号については、担当部長から内容の説明を受けた後、委員会付託を省略し、

本会議で質疑・討論を行い、採決することが議会運営委員会で決定しております。 

 その後、日程第７、議案第１号から日程第３６、報告第２号までの３０案件につきましては担

当部長より内容の説明を受けますが、所管が連続している場合は一括して内容の説明を受けます。 

 なお、日程第７、議案第１号から日程第３４、議案第２８号までの２８案件につきましては、

本日は提案理由及び内容説明を受けるのみで散会し、質疑のある方は、施政方針の質疑と同じく、

２月２６日正午までに発言通告書を提出していただき、３月３日の本会議において質疑を行った

後、各常任委員会に審査を付託したいと思います。 

 日程第３５号、報告第１号及び日程第３６、報告第２号につきましては報告案件ですので、担

当部長より内容の報告を受けるのみとします。 

 以上のような進め方でございますが、御異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議長（岡山克彦君） 

 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま申し上げました方法で行うことに決定いたします。 

 日程第６、承認第１号から日程第３６、報告第２号までを一括議題といたします。 

 市長より一括して提案理由の説明を求めます。 

 永田市長。 

＜ 市長（永田純夫君）登壇 ＞ 

市長（永田純夫君） 

 それでは、提案理由の説明をさせていただきます。 

 今定例会に提案いたします案件は、専決処分の承認１件、令和７年度一般会計等の予算案６件、

条例の制定案１件、条例の一部改正案１３件、財産の無償譲渡１件、市道路線の認定及び廃止

１件、令和６年度一般会計等の補正予算案６件、専決処分の報告２件でございます。 

 それでは、各案件について、順次、提案理由を御説明申し上げます。 
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 承認第１号「専決処分した事件（令和６年度清須市一般会計補正予算（第６号））の承認」に

つきましては、国の経済対策に基づき、令和６年度の住民税が非課税の世帯に対して給付金を早

急に支給する必要があり、議会を招集する時間的な余裕がないことから、地方自治法の規定に基

づき専決処分したので、議会に報告し、承認を求めるものでございます。 

 補正額は２億４６１万円を追加し、予算の総額は３１３億１，１５１万円となりました。 

 議案第１号「令和７年度清須市一般会計予算案」につきましては、予算を定めることについて、

地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 令和７年度清須市一般会計予算案の概要を申し上げます。 

 歳入の大宗をなす市税につきましては、企業による賃上げや定額減税の縮小による個人市民税

の増加などにより、前年度を約５億円上回りました。 

 一方、歳出では、人件費及び扶助費などの義務的経費や市役所の増築及び南館の改修などによ

り、投資的経費が多く増加しましたが、財源確保に最大限努め、総額３５５億２，３００万円を

計上いたしました。 

 歳出の主な内容を申し上げます。 

 まず、「安全で安心に暮らせるまちづくり」に向けては、老朽化の著しい防災行政無線を更新

するほか、民間木造住宅耐震改修費補助金の限度額を引き上げるとともに、精密診断設計の実施

に係る補助金を新設し、住宅の耐震化を促進してまいります。 

 つぎに、「子どもの笑顔があふれるまちづくり」に向けては、市立小中学校の給食費を５月か

ら７月までの３か月間無償化するとともに、令和６年度に改正した給食費の値上げ分の公費負担

を継続するほか、市外の小中学校に通学している児童生徒には、無償化及び引上げ分の公費負担

額相当の給付金を支給し、物価高騰の影響を受ける子育て世帯への経済的な支援を行ってまいり

ます。 

 また、妊産婦歯科健康診査の回数の増加や産後ケアを受けやすい環境づくりの推進により、母

子保健の充実を図ってまいります。 

 加えて、昨年度から実施している小中学校の特別教室への空調設備の設置を進め、猛暑下で学

校生活を送る児童生徒が快適に学習できる環境を確保してまいります。 

 「誰もが健やかにいきいきと暮らせるまちづくり」に向けては、胃がんの予防につなげるため、

ピロリ菌の検査費用の一部助成を行うほか、民間の児童発達支援センターに機能強化のための専

門職員を配置し、地域全体の障がい児支援の質の底上げを図ってまいります。 
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 「便利で快適に暮らせるまちづくり」に向けては、引き続き名鉄新清洲駅付近の鉄道高架事業

を推進するほか、土地区画整理事業については、ＪＲ清洲駅前の早期完了を目指すとともに、一

場東部地区の土地区画整理組合の設立に向けた支援を行ってまいります。 

 また、ＪＲ清洲駅前土地区画整理事業区域内には、子どもから高齢者まで、誰もが安全、安心

に利用できる都市公園を新設します。 

 「魅力に満ちた活力のあるまちづくり」に向けては、清洲公園の駐車場を拡張するほか、プレ

ミアム付きの清須げんき商品券を販売し、物価高騰の影響を受ける市内経済の活性化を図ってま

いります。 

 「豊かなこころとからだをはぐくむまちづくり」に向けては、春日Ｂ＆Ｇ体育館の競技場及び

武道場に空調設備を設置するほか、インターネットを利用した公共施設予約受付システムの利用

を開始し、施設利用者の利便性の向上に努めてまいります。 

 最後に、「関わる人々の思いを大切にするまちづくり」に向けては、令和７年７月７日に市制

２０周年を迎えるに当たり、市制２０周年事業として記念式典や市民の皆様にも御参加いただけ

るイベントなどを１年間を通じて実施してまいります。 

 また、市役所の整備につきましては、南館の長寿命化改修に加え、令和８年度中の供用開始に

向けて西館の増築工事を進めてまいります。 

 議案第２号「令和７年度清須市国民健康保険特別会計予算案」につきましては、予算を定める

ことについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 令和７年度清須市国民健康保険特別会計予算案は、県から示された事業納付金に基づき、総額

５７億３，７６２万４,０００円を計上いたしました。 

 国民健康保険税は１２億５，５９２万８，０００円とし、一般会計から５億５，１３７万７，

０００円を繰り入れることといたしました。 

 議案第３号「令和７年度清須市介護保険特別会計予算案」につきましては、予算を定めること

について、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 令和７年度清須市介護保険特別会計予算案は、令和６年度を始期とする第９期介護保険事業計

画に基づき、総額５３億６０７万３，０００円を計上いたしました。 

 介護保険料は１１億７，８０８万１，０００円とし、一般会計から８億２，５１７万５，

０００円を繰り入れることといたしました。 

 議案第４号「令和７年度清須市後期高齢者医療特別会計予算案」につきましては、予算を定め
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ることについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 令和７年度清須市後期高齢者医療特別会計予算案は、総額２０億７１１万１，０００円を計上

いたしました。 

 後期高齢者医療保険料は１０億７，４２７万１，０００円とし、一般会計から９億３，

２１２万２，０００円を繰り入れることといたしました。 

 議案第５号「令和７年度清須市水道事業会計予算案」につきましては、予算を定めることにつ

いて、地方公営企業法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 収入では、給水収益などの収益的収入を２億３，２６８万１，０００円、配水管等工事負担金

などの資本的収入を４，７３１万５，０００円計上いたしました。 

 支出では、原水及び浄水費などの収益的支出を２億３，５５７万２，０００円、配水設備工事

費などの資本的支出を１億１１５万円計上いたしました。 

 議案第６号「令和７年度清須市下水道事業会計予算案」につきましては、予算を定めることに

ついて、地方公営企業法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 収入では、下水道使用料などの収益的収入を１７億３，１３２万円、企業債や国庫補助金など

の資本的収入を１２億４，８９６万５，０００円計上いたしました。このうち、一般会計からは、

収益的収入に８億６，２９９万円、資本的収入に２億１，６０７万６,０００円、合わせて

１０億７，９０６万６，０００円を繰り入れることといたしました。 

 支出では、汚水・雨水管渠（きょ）維持管理費などの収益的支出を１６億７，９０５万８，

０００円、汚水・雨水管渠（きょ）整備費などの資本的支出を１９億２，９９１万９，０００円

計上いたしました。 

 汚水整備事業につきましては、新川流域関連清須市公共下水道事業計画に基づき、事業計画区

域の面整備管渠（きょ）布設工事を実施してまいります。 

 雨水整備事業につきましては、既設ポンプ場の長寿命化に向けた取組に力を注いでまいります。 

 議案第７号「清須市こども計画審議会条例案」につきましては、令和９年度を始期とする清須

市こども計画を審議する清須市こども計画審議会を設置するため、条例を制定することについて、

地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第８号「清須市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案」につきま

しては、人事院の国会及び内閣に対する公務員人事管理に関する報告に鑑み、時間外勤務の免除

の対象となる職員の範囲の拡充等を行うため、条例の一部を改正することについて、地方自治法
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の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第９号「清須市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正す

る条例案」につきましては、人事院の国会及び内閣に対する給与改定に関する勧告に鑑み、市議

会議員に対して支給する期末手当の支給割合を引き上げるため、条例の一部を改正することにつ

いて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１０号「清須市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例案」につきましては、人事院の国会及び内閣に対する給与改定に関する勧告に鑑み、特別

職の職員で常勤のものに対して支給する期末手当の支給割合を引き上げるため、条例の一部を改

正することについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１１号「清須市職員の給与に関する条例及び清須市職員の定年等に関する条例等の一部

を改正する等の条例の一部を改正する条例案」につきましては、人事院の国会及び内閣に対する

給与改定に関する勧告に鑑み、職員に対して支給する給料月額の引上げ等を行うため、条例の一

部を改正することについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１２号「清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例案」につきましては、人事院の国会及び内閣に対する給与改定に関する勧告に鑑み、会計年度

任用職員に対して支給する給料月額の引上げ等を行うため、条例の一部を改正することについて、

地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１３号「清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案」につきましては、

刑法の一部改正による懲役及び禁錮の廃止並びに拘禁刑の創設に伴い、規定を整理するため、条

例の一部を改正することについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 議案第１４号「清須市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する

条例案」につきましては、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部改正

に伴い、非常勤消防団員の退職報償金に係る勤務年数区分に新たな区分を追加するため、条例の

一部を改正することについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１５号「清須市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案」につきましては、清須市

国民健康保険運営協議会の答申に基づき、税率及び税額の改正を行うため、条例の一部を改正す

ることについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１６号「清須市国民健康保険条例の一部を改正する条例案」につきましては、清須市国
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民健康保険運営協議会の委員に被用者保険等保険者を代表する委員を追加するため、条例の一部

を改正することについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１７号「清須市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例案」につきましては、内閣府の基準の一部改正に伴い、３歳児以上の児童に係る職員

の配置基準等を見直すため、条例の一部を改正することについて、地方自治法の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１８号「清須市児童遊園及びちびっこ広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例案」につきましては、中之切児童遊園を廃止するため、条例の一部を改正することについ

て、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１９号「清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案」

につきましては、人事院の国会及び内閣に対する給与改定に関する勧告に鑑み、企業職員に対し

て支給する手当の見直しを行うため、条例の一部を改正することについて、地方自治法の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第２０号「清須市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例案」につきましては、水道法施行令の一部改正

に鑑み、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件を緩和するため、条例の一部を改正する

ことについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第２１号「財産の無償譲渡」につきましては、新川西部浄化センター周辺の環境整備事業

により整備した集会場を無償で譲渡することについて、地方自治法の規定により、議会の議決を

求めるものでございます。 

 議案第２２号「市道路線の認定及び廃止」につきましては、区画整理事業に伴う道路の改築等

に伴い、市道路線の認定及び廃止を行うことについて、道路法の規定により、議会の議決を求め

るものでございます。 

 議案第２３号「令和６年度清須市一般会計補正予算（第７号）案」につきましては、利用者数

の増加により不足が見込まれる訓練等給付費を増額するほか、人事院勧告に鑑みた給与改定など

に伴う人件費等について、所要の補正を行うことといたしました。 

 また、不用額の精査等による財源を基に、今後の財政需要に備えて各種基金への積立てを行う

とともに、年度内に執行が困難と見込まれる事業については、繰越明許費を設定し、事業費の一

部を翌年度へ繰り越すことについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものでござ
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います。 

 補正額は１億７，６２７万６，０００円を追加し、予算の総額は３１４億８，７７８万６，

０００円となります。 

 議案第２４号「令和６年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）案」につきまして

は、人事院勧告に鑑みた給与改定に伴う人件費に係る所要の補正を行うことについて、地方自治

法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 補正額は２３３万６，０００円を追加し、予算の総額は６３億１，９７９万２，０００円とな

ります。 

 議案第２５号「令和６年度清須市介護保険特別会計補正予算（第３号）案」につきましては、

人事院勧告に鑑みた給与改定に伴う人件費等に係る所要の補正を行うことについて、地方自治法

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 補正額は６０２万円を追加し、予算の総額は５３億６，０２７万６，０００円となります。 

 議案第２６号「令和６年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）案」につきまし

ては、人事院勧告に鑑みた給与改定に伴う人件費に係る所要の補正を行うことについて、地方自

治法の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 補正額は７万９，０００円を追加し、予算の総額は１９億１，９２８万４，０００円となりま

す。 

 議案第２７号「令和６年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）案」につきましては、令和

７年度に予定していた配水管路耐震化事業を令和６年度に前倒して実施するほか、人事院勧告に

鑑みた給与改定に伴う人件費に係る所要の補正を行うことについて、地方自治法の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

 補正額は５，１０１万２，０００円を追加し、予算の総額は４億３８２万３，０００円となり

ます。 

 議案第２８号「令和６年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）案」につきましては、人

事院勧告に鑑みた給与改定に伴う人件費に係る所要の補正を行うことについて、地方自治法の規

定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 補正額は２８５万円を追加し、予算の総額は４２億４，３７７万１，０００円となります。 

 報告第１号「専決処分した事件（損害賠償の額を定め、和解すること）の報告」につきまして

は、樹木管理上の瑕疵（かし）に係る事故について、地方自治法の規定により、議会に報告する
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ものでございます。 

 報告第２号「専決処分した事件（損害賠償の額を定め、和解すること）の報告」につきまして

は、公用車の事故について、地方自治法の規定により、議会に報告するものでございます。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明とさせていただきます。 

 詳細につきましては、担当者から説明させますので、十分に御審議の上、御賛同賜りますよう

お願い申し上げます。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第６、承認第１号「専決処分した事件（令和６年度清須市一般会計補正予算（第６号））

の承認について」、総務部長より内容の説明を求めます。 

 岩田総務部長。 

＜ 総務部長（岩田喜一君）登壇 ＞ 

総務部長（岩田喜一君） 

 総務部長、岩田です。 

 承認第１号について御説明します。 

 それでは、タブレットのｍｏｒｅＮＯＴＥ設定を１画面表示にしていただき、令和７年３月清

須市議会定例会市長提出議案等の１ページを御覧ください。 

 承認第１号 

 専決処分した事件（令和６年度清須市一般会計補正予算（第６号））の承認について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分した事件について、同条第３項の規定に

より、議会に報告し、承認を求める。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 ２ページを御覧ください。 

 ７年専決第１号 

 専決処分書 

 令和６年度清須市一般会計補正予算（第６号）について、議会を招集する時間的余裕がないと

認めたので、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分する。 

 令和７年１月３１日 

 清須市長、永田純夫 
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 この一般会計補正予算（第６号）を専決処分した理由は、政府が総合経済対策においてエネル

ギー、食料品価格等の物価高騰に直面する低所得世帯を支援することを、令和６年１１月２２日

に閣議決定しました。低所得世帯への支援については、国から速やかな対応が要請されており、

早期に事業着手する必要があったため、令和７年１月３１日付けで補正予算を専決処分したもの

です。 

 それでは、タブレットのｍｏｒｅＮＯＴＥ設定は１画面設定のまま、令和６年度一般会計補正

予算書及び説明書の１ページを御覧ください。 

 専決第１号 

 令和６年度清須市一般会計補正予算（第６号） 

 令和６年度清須市の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算補正です。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億４６１万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ３１３億１,１５１万円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第２条は、繰越明許費の補正です。 

 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 令和７年１月３１日専決 

 清須市長、永田純夫 

 ２ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。 

 まず歳入です。 

 １５款国庫支出金、補正額２億４６１万円の増額、２項国庫補助金です。 

 ３ページを御覧ください。 

 歳出です。 

 ３款民生費、補正額２億４６１万円の増額、１項社会福祉費です。 

 ４ページを御覧ください。 

 第２表、繰越明許費補正の追加です。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、物価高騰緊急支援給付金事業について、子ども加算分について
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は令和７年７月３１日までに出生した子どもも対象としているため、予算計上額のうち２６３万

円については令和７年度に繰り越すものです。 

 それでは、次ページを御覧いただき、ここからは、一般会計補正予算（第６号）に関する説明

書となります。 

 少し飛びますが、８ページ、９ページを御覧ください。 

 まず歳入です。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、補正額２億４６１万円の増額、

１節総務管理費補助金です。説明欄を御覧いただきまして、物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金の増額です。この後、歳出で説明をする物価高騰緊急支援給付金費新規事業分の特定財源

１０分の１０です。 

 １０ページ、１１ページを御覧ください。 

 歳出です。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、補正額２億４６１万円の増額、１０節需

用費から１８節負担金、補助及び交付金までです。説明欄を御覧いただきまして、物価高騰緊急

支援給付金費の新規計上です。 

 事業の内容を説明します。支給対象は、基準日、令和６年１２月１３日において、世帯全員の

令和６年度分の住民税が非課税である世帯６，０００世帯。ただし、住民税が課税されている方

の扶養親族のみからなる世帯は除きます。支給額は、１世帯当たり３万円です。 

 また、子ども加算分として、住民税非課税世帯のうち、１８歳以下の子どもがいる世帯、子ど

も７００人については、一人当たり２万円が加算されます。この子ども加算分は、基準日に加え

て、それ以降、令和７年７月３１日までに出生した子どもも対象となります。 

 給付に要する手続は、まず口座情報を把握している世帯約５，４００世帯については、完全プ

ッシュ型で２月５日に支給通知を発送しており、口座変更や辞退の連絡がなければ２月２６日に

給付金を振り込む予定です。 

 つぎに、口座情報がない世帯約５５０世帯については、プッシュ型で、同じく２月５日に確認

書を送付しており、確認書の返信をもって２月２６日から順次給付金を振り込む予定です。 

 最後に、令和６年１月２日以降に転入者がいる世帯は、市ホームページや広報等で周知し、課

税情報が確認できる書類を添付した申請が必要となります。 

 なお、２月３日から３月末までは、受付窓口コールセンターを設置し、３月２１日まで申請等
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の受付をします。 

 ただし、子ども加算分については、その後も社会福祉課で随時申請を受け付け、８月末で支給

を完了します。 

 専決第１号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 これより承認第１号の質疑、討論を受けますが、議員の質疑及び当局の答弁は、挙手をし、議

長の許可を得てから、自席で議席番号と名前、役職名を述べてから、それぞれ行ってください。 

 また、討論については、挙手をし、議長の許可を受けた後、発言席でお願いいたします。 

 承認第１号に質疑のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議長（岡山克彦君） 

 これで質疑を終了いたします。 

 討論に入ります。 

 最初に、反対討論のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議長（岡山克彦君） 

 続いて、賛成討論のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議長（岡山克彦君） 

 これで討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 承認第１号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議長（岡山克彦君） 

 ありがとうございます。 

 起立全員であります。 

 よって、本件は承認されました。 

 日程第７、議案第１号「令和７年度清須市一般会計予算案」について、総務部長より内容の説

明を求めます。 
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 岩田総務部長。 

＜ 総務部長（岩田喜一君）登壇 ＞ 

総務部長（岩田喜一君） 

 総務部長、岩田です。 

 議案第１号について御説明します。 

 それでは、タブレットのｍｏｒｅＮＯＴＥ設定は１画面表示のまま、令和７年度一般会計特別

会計予算書及び説明書の１ページを御覧ください。 

 議案第１号 

 令和７年度清須市一般会計予算 

 令和７年度清須市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算です。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３５５億２，３００万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 第２条は、債務負担行為です。 

 地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び

限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 第３条は、地方債です。 

 地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、

起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

 第４条は、一時借入金です。 

 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１０億円と定

める。 

 第５条は、歳出予算の流用です。 

 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用する

ことができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合にお

ける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 令和７年２月２１日提出 
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 清須市長、永田純夫 

 ２ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算です。 

 まず歳入です。 

 １款市税、予算額１２９億６，６４９万４，０００円、１項市民税から５項都市計画税までで

す。主なものは、１項市民税のうち、個人所得割は、定額減税対象者の減少及び企業の賃上げな

どに伴う給与所得の増加により、前年度比約３億７，１００万円の増収を見込みました。２項固

定資産税のうち、家屋は、新築家屋分の増加により、前年度比約８，５００万円の増収を見込み

ました。市税全体では、前年度比プラス４．１％、約５億６００万円の増収を見込んでいます。 

 ２款地方譲与税から１１款地方交付税までは、内閣が公表する地方財政計画や愛知県通知によ

る減税見通しなどにより、それぞれ見積りをしています。 

 ２款地方譲与税、予算額１億７，０００万円、１項地方揮発油譲与税から３項森林環境譲与税

までです。 

 ３款利子割交付金、予算額７００万円、１項利子割交付金です。 

 ４款配当割交付金、予算額９，９００万円、１項配当割交付金です。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、予算額８，７００万円、１項株式等譲渡所得割交付金です。 

 ６款法人事業税交付金、予算額２億２，１００万円、１項法人事業税交付金です。 

 ７款地方消費税交付金、予算額１７億９，８００万円、１項地方消費税交付金です。 

 ８款自動車取得税交付金、予算額１，０００円の窓口計上、１項自動車取得税交付金です。 

 ９款環境性能割交付金、予算額５，５００万円、１項環境性能割交付金です。 

 １０款地方特例交付金、予算額９，７００万円、１項地方特例交付金と２項新型コロナウイル

ス感染症対策地方税減収補塡特別交付金です。主なものは、定額減税対象者の減少により、前年

度比３億３，６００万円の減収を見込みました。 

 １１款地方交付税、予算額２８億５，０００万円、１項地方交付税です。主なものは、普通交

付税は、令和６年度の当初算定結果を基に市税などの収入を勘案し、前年度比２億円の増収を見

込みました。 

 １２款交通安全対策特別交付金、予算額１，０００万円、１項交通安全対策特別交付金です。 

 １３款分担金及び負担金、予算額１億２，２２６万８，０００円、１項負担金です。 

 ３ページを御覧ください。 
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 １４款使用料及び手数料、予算額３億２，７１４万３，０００円、１項使用料と２項手数料で

す。 

 １５款国庫支出金、予算額５１億２，１６９万円、１項国庫負担金から３項国庫委託金までで

す。 

 １６款県支出金、予算額２１億８,７１８万円、１項県負担金から４項県交付金までです。 

 １７款財産収入、予算額５，９２４万２，０００円、１項財産運用収入と２項財産売払収入で

す。 

 １８款寄附金、予算額３億５，０００万３，０００円、１項寄附金です。主なものは、ふるさ

と寄附金３億５，０００万円です。 

 １９款繰入金、予算額３０億５，５７７万６，０００円、１項特別会計繰入金と２項基金繰入

金です。主なものは、２項基金繰入金で、財政調整基金繰入金１１億５，５７７万３，０００円、

減債基金繰入金３億円、庁舎整備基金繰入金１２億４，０００万円、福祉基金繰入金２，

０００万円、環境衛生施設等基金繰入金４，０００万円、都市計画施設基金繰入金２億５，

０００万円、義務教育施設整備基金繰入金５，０００万円です。令和７年度当初予算編成後の財

政調整基金現在高は１２億６，２８６万円となり、目標としている残高を確保することができて

います。 

 ２０款繰越金、予算額２億円、１項繰越金です。 

 ２１款諸収入、予算額１１億８，４２０万３，０００円、１項延滞金、加算金及び過料から

５項雑入までです。 

 ２２款市債、予算額４５億５，５００万円、１項市債です。詳細は、この後、「第３表 地方

債」で説明をします。 

 ４ページを御覧ください。 

 歳出です。 

 １款議会費、予算額２億３，４６３万２，０００円、１項議会費です。 

 ２款総務費、予算額６９億９，８３７万４，０００円、１項総務管理費から６項監査委員費ま

でです。主なものは、１項総務管理費のうち、庁舎整備費では市役所の増築及び南館の改修に約

３８億４，５００万円、西枇杷島庁舎等解体費に約７，８００万円、市制２０周年費では市制

２０周年事業の実施に５，５００万円を計上しました。 

 ３款民生費、予算額１４０億５，９６７万１，０００円、１項社会福祉費から４項災害救助費
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までです。主なものは、１項社会福祉費のうち、児童発達支援費では児童発達支援センター機能

の強化に約１，２００万円を計上しました。 

 ４款衛生費、予算額２５億１，８０５万６，０００円、１項保健衛生費から３項上水道費まで

です。主なものは、１項保健衛生費のうち、ピロリ菌検査費ではピロリ菌検査費用の助成に約

２９０万円、母子歯科保健費では妊産婦歯科健康診査の回数の増加に約５３０万円、妊娠出産包

括支援費では産後ケアが受けやすい環境づくりの推進に約７２０万円を計上しました。２項清掃

費のうち、資源回収施設整備費では西枇杷島資源ステーションの移設に約４，０００万円を計上

しました。 

 ５款労働費、予算額２０１万７，０００円、１項労働諸費です。 

 ６款農林水産業費、予算額１億４，８６６万５，０００円、１項農業費です。 

 ７款商工費、予算額７億５，２３６万８，０００円、１項商工費です。主なものは、１項商工

費のうち、清須げんき商品券発行費では清須げんき商品券の販売に約１億２，６００万円、清洲

公園駐車場整備費では清洲公園駐車場の拡張に約３億９００万円を計上しました。 

 ８款土木費、予算額３１億１，３８３万６，０００円、１項土木管理費から４項都市計画費ま

でです。主なものは、４項都市計画費のうち、民間木造住宅耐震化推進費では耐震改修に係る補

助限度額の引上げに約１，５００万円、都市公園整備費では都市公園の新設に約１億２００万円

を計上しました。 

 ９款消防費、予算額１３億６，９１９万８，０００円、１項消防費です。主なものは、防災行

政無線整備費では防災行政無線の更新に約１億４，２００万円を計上しました。 

 １０款教育費、予算額４１億４，３８６万円、１項教育総務費から５ページを御覧ください。

６項保健体育費までです。主なものは、１項教育総務費のうち、学校給食費等臨時給付費では学

校給食費等臨時給付金の支給に約３７０万円を計上しました。２項小学校費及び３項中学校費の

うち、小学校整備費及び中学校整備費では小中学校の特別教室への空調設備の設置に約３億５，

４００万円を計上しました。６項保健体育費のうち、学校給食センター費では５月から３か月分

の学校給食費の無償化に約７，５００万円、小中学校の給食費引上げ分の公費負担に約２，

５００万円を計上しました。 

 １１款公債費、予算額２１億５，２３２万３，０００円、１項公債費です。 

 １２款予備費、予算額３，０００万円、１項予備費です。 

 ６ページを御覧ください。 
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 第２表、債務負担行為です。 

 本庁舎整備事業は、西館供用開始に伴う引っ越しの費用や備品の購入費などです。令和７年度

から８年度までの２か年事業となり、令和７年度に契約を締結し、令和８年度事業分は債務負担

行為を設定します。限度額は、１億７，８９８万５，０００円です。 

 つぎに、次世代高度情報通信ネットワーク設備整備事業は、次世代高度情報通信ネットワーク

市町村等設備整備事業負担金です。令和８年度事業分は、債務負担行為を設定します。限度額は、

６８２万７，０００円です。 

 つぎに、小学校学習用端末更新事業は、児童１人１台使用する学習用タブレット端末の更新事

業です。令和７年度から１２年度までの６か年事業となり、令和７年度に契約を締結し、令和

８年度から令和１２年度事業分は債務負担行為を設定します。限度額は、４億１，６００万１，

０００円です。 

 最後に、中学校学習用端末更新事業も、生徒１人１台使用する学習用タブレット端末の更新事

業です。令和７年度から１２年度までの６か年事業となり、令和７年度に契約を締結し、令和

８年度から令和１２年度事業分は債務負担行為を設定します。限度額は、１億９，７９５万５，

０００円です。 

 ７ページを御覧ください。 

 第３表、地方債です。 

 令和７年度当初予算では、表に記載の１４の事業について地方債の活用を予定しています。 

 まず起債の目的及び限度額です。あわせて、起債のメニューについても御説明します。 

 庁舎整備事業は、西館と南館３階、４階、地下１階の一部などの工事で、限度額２６億円、合

併特例債です。 

 児童館整備事業は、星の宮児童センターの大規模改修で、限度額１億２，５００万円、合併特

例債です。 

 資源回収施設整備事業は、西枇杷島資源ステーションの移設で、限度額３，８００万円、合併

特例債です。 

 観光施設整備事業は、清洲公園駐車場の拡張で、限度額２億６，４００万円、合併特例債です。 

 道路整備事業は、個別施設計画に基づく道路の舗装修繕工事で、限度額４，６００万円、公共

施設等適正管理推進事業債です。 

 清洲駅前土地区画整理事業は、清洲駅前線及び駅前広場のグレードアップ整備などで、限度額
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２億１，３００万円、合併特例債です。 

 新清洲駅付近鉄道高架整備事業は、用地買収及び物件補償などで、限度額７，２００万円、合

併特例債です。 

 都市公園整備事業は、清洲駅前土地区画整理事業の進捗に合わせた街区公園の整備で、限度額

４，８００万円、合併特例債です。 

 防災行政無線整備事業は、次世代高度情報通信ネットワーク並びに同報系及び移動系防災行政

無線の更新で、限度額１億５，３００万円、防災対策事業債と緊急防災減災事業債です。 

 防災センター整備事業は、庄内川水防センターの大規模改修で、限度額１億１，３００万円、

合併特例債です。 

 小学校整備事業は、特別教室の空調設備の設置で、限度額８，７００万円、合併特例債です。 

 中学校整備事業も特別教室の空調設備の設置で、限度額１億１，７００万円、合併特例債です。 

 社会教育施設整備事業は、春日公民館の高圧受変電設備と自家発電設備の改修で、限度額４，

９００万円、公共施設等適正管理推進事業債です。 

 最後の体育施設整備事業は、清洲勤労福祉会館アルコ清洲のヒートポンプ等の改修及び春日Ｂ

＆Ｇ体育館の空調設備の設置で、限度額６億３，０００万円、学校教育施設等整備事業債と合併

特例債です。 

 起債の限度額の合計は４５億５，５００万円で、そのうち、合併特例債は４２億３，７００万

円となっています。 

 起債の方法です。起債の方法は、普通貸借又は証券発行です。 

 利率です。利率は、それぞれ４％以内です。 

 最後に、償還の方法です。政府資金及び県資金については、その融資条件により、銀行その他

の場合にはその債権者と協定するものによります。ただし、市財政の都合により据置期間及び償

還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができることとするものです。 

 議案第１号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第８、議案第２号「令和７年度清須市国民健康保険特別会計予算案」及び日程第１０、議

案第４号「令和７年度清須市後期高齢者医療特別会計予算案」の２案件について、市民環境部長

より内容の説明を求めます。 

 石田市民環境部長。 
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＜ 市民環境部長（石田隆君）登壇 ＞ 

市民環境部長（石田隆君） 

 市民環境部長の石田です。 

 議案第２号について御説明いたします。 

 令和７年度一般会計特別会計予算書及び説明書の１２３ページを御覧ください。 

 議案第２号 

 令和７年度清須市国民健康保険特別会計予算 

 令和７年度清須市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５７億３，７６２万４，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 一時借入金 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１億

円と定める。 

 歳出予算の流用 

 第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を

流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれ

らの経費の各項の間の流用。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 １２４ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算です。 

 はじめに、歳入について御説明いたします。 

 １款国民健康保険税、予算額１２億５，５９２万８，０００円、１項国民健康保険税です。清

須市国民健康保険運営協議会の答申に基づき、令和７年度も令和６年度に引き続き税率・税額の

改定を見込み、予算編成を行ったところ、一般被保険者国民健康保険税現年課税分、滞納繰越分

とを合わせ、ただいま申し上げました予算額となりました。なお、令和７年度以降の具体な税
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率・税額につきましては、この後、議案第１５号で御説明いたします。また、予算編成に当たり、

令和７年度目標収納率を現年分９２.８７％、滞納繰越分２３．５６％と設定いたしました。 

 ２款県支出金、予算額３９億１，０３１万１，０００円、１項県交付金です。主に本市の保険

給付費の財源に充てる交付金でございます。 

 ３款財産収入、予算額１，０００円の窓口計上、１項財産運用収入です。内容としましては、

基金預金利子でございます。 

 ４款繰入金、予算額５億５，１３７万７，０００円、１項他会計繰入金です。主に職員給与費

繰入金、保険基盤安定繰入金を始め出産育児一時金など一般会計からの繰入金でございます。 

 ５款繰越金、予算額２，０００万円、１項繰越金です。内容としましては、前年度繰越金でご

ざいます。 

 ６款諸収入、予算額７，０００円、１項延滞金、加算金及び過料と２項雑入です。 

 歳入については、以上でございます。 

 続きまして、１２５ページを御覧ください。 

 歳出について御説明いたします。 

 １款総務費、予算額７，４１０万１，０００円、１項総務管理費から３項運営協議会費までで

す。主に職員人件費、一般管理費等でございます。 

 ２款保険給付費、予算額３８億６，６９５万６，０００円、１項療養諸費から６項傷病手当金

までです。主に一般被保険者の療養給付費や高額療養費を始め出産育児一時金、葬祭費などでご

ざいます。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、予算額１７億２，３７７万６，０００円、１項医療給付費か

ら３項介護納付金までです。内容としましては、国民健康保険の財政運営の主体となる愛知県へ

の納付金でございます。 

 ４款保健事業費、予算額４，６５８万８，０００円、１項特定健康診査等事業費と２項保健事

業費です。主に特定健康診査事業費や人間ドック補助事業費等の疾病予防費でございます。 

 ５款基金積立金、予算額１，０００円の窓口計上、１項基金積立金です。 

 ６款諸支出金、予算額６２０万２，０００円、１項償還金及び還付加算金と２項繰出金です。

主に過年度保険税還付金等です。 

 ７款予備費、予算額２，０００万円、１項予備費です。 

 議案第２号の御説明は、以上でございます。 
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 続きまして、議案第４号について御説明いたします。 

 予算書及び説明書の１８１ページを御覧ください。 

 議案第４号 

 令和７年度清須市後期高齢者医療特別会計予算 

 令和７年度清須市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２０億７１１万１，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 一時借入金 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１億

円と定める。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 １８２ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算です。 

 はじめに、歳入について御説明いたします。 

 １款後期高齢者医療保険料、予算額１０億７，４２７万１，０００円、１項後期高齢者医療保

険料です。特別徴収現年度分、普通徴収現年度分及び滞納繰越分を合わせ、ただいま申し上げま

した予算額となります。なお、令和７年度の保険料率は、令和６年度同様、所得割率１１．

１３％、均等割額は５万３，４３８円です。賦課限度は、８０万円となります。 

 ２款繰入金、予算額９億３，２１２万２，０００円、１項他会計繰入金です。主に保険基盤安

定繰入金、療養給付費繰入金と一般会計からの繰入金でございます。 

 ３款繰越金、予算額１，０００円の窓口計上、１項繰越金で、前年度繰越金でございます。 

 ４款諸収入、予算額７１万７，０００円、１項延滞金、加算金及び過料から３項雑入までです。 

 歳入については、以上でございます。 

 続きまして、１８３ページを御覧ください。 

 歳出について御説明いたします。 

 １款総務費、予算額９０９万２，０００円、１項総務管理費と２項徴収費です。主に一般管理
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費でございます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、予算額１９億９，６３０万２，０００円、１項後期高齢

者医療広域連合納付金です。主に後期高齢者医療保険料等負担金や療養給付費負担金等でござい

ます。 

 ３款諸支出金、予算額７１万７，０００円、１項償還金及び還付加算金と２項繰出金です。主

に過年度保険料還付金等でございます。 

 ４款予備費、予算額１００万円、１項予備費です。 

 議案第４号の御説明は、以上でございます。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第９、議案第３号「令和７年度清須市介護保険特別会計予算案」について、健康福祉部長

より内容の説明を求めます。 

 丹羽健康福祉部長。 

＜ 健康福祉部長（丹羽久登君）登壇 ＞ 

健康福祉部長（丹羽久登君） 

 健康福祉部長、丹羽です。 

 議案第３号について御説明いたします。 

 予算書及び説明書の１５１ページをお願いいたします。 

 議案第３号 

 令和７年度清須市介護保険特別会計予算 

 令和７年度清須市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算です。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５３億６０７万３，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 一時借入金 

 第２条です。 

 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１億円と定め

る。 

 第３条、歳出予算の流用です。 
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 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用する

ことができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれ

らの経費の各項の間の流用。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 １５２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算です。 

 歳入から御説明いたします。 

 １款介護保険料、予算額１１億７，８０８万１，０００円、１項介護保険料です。第１号被保

険者保険料で前年度比５７０万１，０００円の増額を見積もりました。 

 ２款使用料及び手数料、予算額６万円、１項手数料です。介護保険事業者指定更新申請などの

手数料です。 

 ３款国庫支出金、予算額１１億２８４万９，０００円、１項国庫負担金と２項国庫補助金です。

主なものは、１項国庫負担金のうち、介護給付費負担金８億８，３３５万４，０００円です。 

 ４款支払基金交付金、予算額１３億７，０１０万８，０００円、１項支払基金交付金です。 

 ５款県支出金、予算額７億５，８１０万２，０００円、１項県負担金と２項県補助金です。主

なものは、１項県負担金のうち、介護給付費負担金７億２，０４７万８，０００円です。 

 ６款財産収入、予算額１，０００円の窓口計上、１項財産運用収入です。 

 ７款繰入金、予算額８億９，６７９万２，０００円、１項他会計繰入金と２項基金繰入金です。

主なものは、１項他会計繰入金のうち、一般会計繰入金８億２，５１７万５，０００円です。 

 ８款繰越金、予算額１，０００円の窓口計上、１項繰越金です。 

 ９款諸収入、予算額７万９，０００円、１項延滞金、加算金及び過料と２項雑入です。 

 つぎに、歳出を説明いたします。 

 １５３ページを御覧ください。 

 １款総務費、予算額１億２，３７２万３，０００円、１項総務管理費から４項趣旨普及費まで

です。主なものは、１項総務管理費では職員人件費と高齢者福祉計画・介護保険事業計画費、

３項介護認定審査会費では介護認定に係る調査費などを計上しています。第１０期介護保険事業

計画策定の事前アンケート調査費を予算計上することなどに伴い、前年度比６０８万円の増額と
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なりました。 

 ２款保険給付費、予算額４９億３，４８６万５，０００円、１項介護サービス等費から４項特

定入所者介護サービス費までです。主なものは、１項介護サービス等費では、訪問介護、通所介

護などの居宅サービス給付費や特別養護老人ホームなどの施設サービス給付費です。 

 ３項高額介護サービス費では介護サービスに係る利用者負担額が一定の上限額を超えた場合の

超過分の給付費を、４項特定入所者介護サービス費では施設入所などの利用者に対する食費、居

住費の給付費額を計上しています。介護認定者数の増加等に伴う居宅サービス給付費及び施設サ

ービス給付費の増加により、前年度比１，６６６万３，０００円の増額となりました。 

 ３款地域支援事業費、予算額２億４，４４７万９，０００円、１項介護予防・生活支援サービ

ス事業費から４項その他諸費までです。主なものは、１項介護予防・生活支援サービス事業費で

は要支援の方の訪問及び通所サービス療養費、２項一般介護予防事業費では第１号被保険者及び

その支援のための活動に関わるものを対象に、住民主体の通いの場の充実・拡大や自立支援に資

する支援を行うものです。３項包括的支援事業・任意事業費のうち、包括的支援事業費では地域

包括支援センターに認知症地域支援推進員を配置することなどに伴い、前年度比１，７５１万円

の増額となりました。 

 ４款基金積立金、予算額１，０００円の窓口計上、１項基金積立金です。 

 ５款諸支出金、予算額２００万５，０００円、１項償還金及び還付加算金と２項繰出金です。

主なものは、第１号被保険者保険料還付金２００万円です。 

 ６款予備費、予算額１００万円、１項予備費です。前年度比、同額でございます。 

 議案第３号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 ここで、１１時２０分まで休憩といたします。 

（ 時に午前１１時０５分 休憩 ） 

（ 時に午前１１時２０分 再開 ） 

議長（岡山克彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第１１、議案第５号「令和７年度清須市水道事業会計予算案」及び日程第１２、議案第

６号「令和７年度清須市下水道事業会計予算案」の２案件について、建設部長より内容の説明を

求めます。 
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 長谷川建設部長。 

＜ 建設部長（長谷川 久高君）登壇 ＞ 

建設部長（長谷川久高君） 

 建設部長、長谷川です。 

 それでは、議案第５号について説明いたします。 

 令和７年度水道事業会計下水道事業会計予算書及び説明書の１ページを御覧ください。 

 議案第５号 

 令和７年度清須市水道事業会計予算 

 総則 

 第１条、令和７年度清須市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 第１号、給水栓数４，１００栓 

 第２号、年間総配水量１０１万６，０００㎥ 

 第３号、１日平均給水量２，７８４㎥ 

 第４号、主要な建設改良事業、重要給水施設配水管路耐震化事業１，１３３万円、配水場設備

更新事業１，８１５万円 

 収益的収入及び支出 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 まず収入です。 

 第１款水道事業収益２億３，２６８万１，０００円、第１項営業収益２億７６０万３，

０００円、第２項営業外収益２，５０７万７，０００円、第３項特別利益１，０００円。 

 支出です。 

 第１款水道事業費用２億３，５５７万２，０００円、第１項営業費用２億２，８８９万２，

０００円、第２項営業外費用５３７万９，０００円、第３項特別損失３０万１，０００円、第

４項予備費１００万円。 

 ２ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出です。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 
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 収入です。 

 第１款資本的収入４，７３１万５，０００円、第１項負担金４，７３１万５，０００円。 

 支出です。 

 第１款資本的支出１億１１５万円、第１項水道施設費８，９３０万６，０００円、第２項企業

債償還金１，１４４万７，０００円、第３項その他資本的支出３９万７，０００円。 

 一時借入金 

 第５条、一時借入金の限度額は、３，０００万円と定める。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用 

 第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、予定支出の各項の経費及び各項間の経費 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費 

 第７条、次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれらの経費のうち、他の経費の

金額に若しくはこれら以外の経費の金額に流用し、又はこれら以外の経費をこれらの経費の金額

に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 第１号、職員給与費１，９９７万８，０００円。 

 第２号、交際費１万円。 

 利益剰余金の処分 

 第８条、繰越利益剰余金のうち、３，０００万円は、次のとおり処分するものと定める。 

 第１号、建設改良費３，０００万円。 

 たな卸資産購入限度額 

 第９条、たな卸資産の購入限度は、６０万円と定める。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 ３ページを御覧ください。 

 令和７年度清須市水道事業会計予算実施計画です。 

 （１）収益的収入及び支出 

 最初に、収入です。 

 第１款水道事業収益、１項営業収益、予定額２億７６０万３，０００円は、１目給水収益から

３目その他営業収益までで、水道料金、給水装置工事に伴う引込管受託工事収益などです。 
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 ２項営業外収益、予定額２，５０７万７，０００円は、１目受取利息及び配当金から４目雑収

益までで、長期前受金戻入工事負担金などです。 

 ３項特別利益、予定額１，０００円は、１目過年度損益修正益で、水道料金過年度調定です。 

 つぎに、支出です。 

 第１款水道事業費用、１項営業費用、予定額２億２，８８９万２，０００円は、１目原水及び

浄水費から８目その他営業費用までで、県水の受水費、配水場及び給配水管維持管理費、給水管

引込工事費、職員人件費、構築物減価償却費などです。 

 ２項営業外費用、予定額５３７万９，０００円は、１目支払利息及び企業債取扱諸費から３目

雑支出までで、企業債利息などです。 

 ３項特別損失、予定額３０万１，０００円は、１目過年度損益修正損と２目その他特別損失で、

過年度水道料金還付金です。 

 ４項予備費、予定額１００万円は、１目予備費です。 

 ４ページを御覧ください。 

 （２）資本的収入及び支出 

 まず収入です。 

 第１款資本的収入、１項負担金、予定額４，７３１万５，０００円は、１目工事等負担金で、

給水申込みに伴う工事負担金です。 

 つぎに、支出です。 

 第１款資本的支出、１項水道施設費、予定額８，９３０万６，０００円は、１目配水設備工事

費から３目リース債務支払額までで、給配水管整備費、配水場整備費、リース債務支払額などで

す。 

 ２項企業債償還金、予定額１，１４４万７，０００円は、１目企業債償還金です。 

 ３項その他資本的支出、予定額３９万７，０００円は、１目その他資本的支出で、県補助金返

還金です。 

 議案第５号の説明は、以上です。 

 続きまして、議案第６号について説明させていただきます。 

 同じ資料の２５ページをお願いします。 

 議案第６号 

 令和７年度清須市下水道事業会計予算 
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 総則 

 第１条、令和７年度清須市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 第１号、普及人口２万３，８８９人 

 第２号、水洗化人口１万７，３８０人 

 第３号、年間総処理水量１５７万７，９００㎥ 

 第４号、１日平均処理水量４，３２３㎥ 

 第５号、主な建設改良事業、汚水管渠（きょ）整備事業４億４，４４７万４，０００円、水場

川右岸排水区雨水管渠（きょ）整備事業１億８，８４４万１，０００円、堀江ポンプ場ストック

マネジメント事業４億円、豊田川ポンプ場ストックマネジメント事業１億円。 

 収益的収入及び支出 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入 

 第１款下水道事業収益１７億３，１３２万円、第１項営業収益８億１，２８１万５，０００円、

第２項営業外収益９億７７０万１，０００円、第３項特別利益１，０８０万４，０００円。 

 支出 

 第１款下水道事業費用１６億７，９０５万８，０００円、第１項営業費用１５億１，２２５万

３，０００円、第２項営業外費用１億６，５５０万３，０００円、第３項特別損失３０万２，０

００円、第４項予備費１００万円。 

 ２６ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出です。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入 

 第１款資本的収入１２億４，８９６万５，０００円、第１項企業債５億５，３００万円、第２

項他会計出資金１億５，１３６万９，０００円、第３項他会計補助金６，４７０万７，０００円、

第４項国庫補助金４億６，５００万円、第５項負担金１，４８８万８，０００円、第６項固定資

産売却代金１，０００円。 

 支出です。 
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 第１款資本的支出１９億２，９９１万９，０００円、第１項下水道施設費１２億５，９６２万

５，０００円、第２項企業債償還金６億５，４３７万４，０００円、第３項その他資本的支出１，

５９２万円。 

 債務負担行為 

 第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

 表の説明をいたします。 

 堀江ポンプ場耐震及び更新事業は限度額５億５，３００万円、豊田川ポンプ場耐震及び更新事

業は限度額６億３，４１５万円で、いずれも地方共同法人日本下水道事業団が施工するもので、

期間は令和８年度です。 

 ２７ページを御覧ください。 

 企業債 

 第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 公共下水道事業については、限度額５億１，２８０万円。起債の方法、普通貸借又は証券発行。

利率は、４％以内。償還の方法、財政融資資金及び地方公共団体金融機構資金については、その

融資条件により、銀行その他の場合には、その債権者と協定するものによる。ただし、財政の都

合により据置期間及び償還期間を短縮し、又は繰上償還若しくは低利に借換えすることができる。 

 流域下水道事業については、限度額４，０２０万円。起債の方法、利率、償還の方法について

は、公共下水道事業と同じでございます。 

 一時借入金 

 第７条、一時借入金の限度額は、２億円と定める。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用 

 第８条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、予定支出の各項の経費及び各項間の経費。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費 

 第９条、次に掲げる経費についてはその経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は議会の議決を経なければならない。 

 第１号、職員給与費６，４５３万７，０００円。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 
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 ２９ページをお開きください。 

 令和７年度清須市下水道事業会計予算実施計画です。 

 （１）収益的収入及び支出 

 まず収入です。 

 第１款下水道事業収益、１項営業収益、予定額８億１，２８１万５，０００円は、１目下水道

使用料から４目その他営業収益までで、下水道使用料、雨水処理負担金などです。 

 ２項営業外収益、予定額９億７７０万１，０００円は、１目受取利息及び配当金から６目雑収

益までで、一般会計負担金、長期前受金戻入などです。 

 ３項特別利益、予定額１，０８０万４，０００円は、１目固定資産売却益から３目その他特別

利益までで、元金償還繰入金過年度未収益分収益などです。 

 つぎに、支出です。 

 第１款下水道事業費用、１項営業費用、予定額１５億１，２２５万３，０００円は、１目管渠

（きょ）費から１０目その他営業費用までで、雨水ポンプ場の維持管理費、職員給与、流域下水

道維持管理負担金、減価償却費などです。 

 ２項営業外費用、予定額１億６，５５０万３，０００円は、１目支払利息及び企業債取扱諸費

から３目雑支出までで、企業債の利息などです。 

 ３項特別損失、予定額３０万２，０００円は、１目固定資産売却損から３目その他特別損失ま

でで、過年度下水道使用料の還付金です。 

 ４項予備費、予定額１００万円は、１目予備費です。 

 ３０ページをお願いします。 

 （２）資本的収入及び支出 

 最初に、収入です。 

 第１款資本的収入、１項企業債、予定額５億５，３００万円は、１目企業債で、公共下水道、

流域下水道事業債です。 

 ２項他会計出資金、予定額１億５，１３６万９，０００円は、１目他会計出資金で、一般会計

出資金です。 

 ３項他会計補助金、予定額６，４７０万７，０００円は、１目他会計補助金で、一般会計補助

金です。 

 ４項国庫補助金、予定額４億６，５００万円は、１目国庫補助金です。 
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 ５項負担金、予定額１，４８８万８，０００円は、１目受益者負担金及び分担金と２目工事等

負担金で、受益者負担金などです。 

 ６項固定資産売却代金、予定額１，０００円は、１目固定資産売却代金です。 

 つぎに、支出です。 

 第１款資本的支出、１項下水道施設費、予定額１２億５，９６２万５，０００円は、１目管渠

（きょ）建設改良費から５目流域下水道建設負担金までで、汚水管渠（きょ）整備費、雨水ポン

プ場整備費、流域下水道建設負担金などです。 

 ２項企業債償還金、予定額６億５，４３７万４，０００円は、１目企業債償還金です。 

 ３項その他資本的支出、予定額１，５９２万円は、１目その他資本的支出で、小場塚幹線整備

事業立替金償還費です。 

 議案第６号の説明は、以上でございます。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第１３、議案第７号「清須市こども計画審議会条例案」について、健康福祉部長より内容

の説明を求めます。 

 丹羽健康福祉部長。 

＜ 健康福祉部長（丹羽久登君）登壇 ＞ 

健康福祉部長（丹羽久登君） 

 健康福祉部長、丹羽です。 

 議案第７号について御説明いたします。 

 タブレットのｍｏｒｅＮＯＴＥを２画面にしていただきまして、まず市長提出議案等の３ペー

ジと説明資料の１２ページを御覧ください。 

 提出議案等の３ページです。 

 議案第７号 

 清須市こども計画審議会条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、令和９年度を始期とする清須市こども計画を審議する清須市こども計
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画審議会を設置するため必要があるからです。 

 ４ページを御覧ください。 

 新規制定の条例の内容について説明をいたします。 

 清須市こども計画審議会条例案 

 清須市こども計画審議会条例 

 この条例は、こども基本法第１０条第２項の規定に基づき、清須市こども計画を定めるため、

審議会を設置するものです。 

 第２条から第６条では、所掌事務、組織、委員の委嘱、委員の任期や会長について。 

 続いて、５ページを御覧ください。 

 第７条から第９条までにおいては、会議、資料の提出等の要求、庶務について定めております。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行するものでございます。 

 議案第７号の説明は、以上となります。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第１４、議案第８号「清須市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

案」、日程第１５、議案第９号「清須市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例案」、日程第１６、議案第１０号「清須市特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案」、日程第１７、議案第１１号「清須市職員

の給与に関する条例及び清須市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の一部を

改正する条例案」及び日程第１８、議案第１２号「清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例案」の５案件について、企画部長より内容の説明を求めます。 

 河口企画部長。 

＜ 企画部長（河口直彦君）登壇 ＞ 

企画部長（河口直彦君） 

 企画部長の河口でございます。よろしくお願いいたします。 

 私からは、議案第８号から議案第１２号までを続けて御説明いたします。 

 タブレットのｍｏｒｅＮＯＴＥの設定は２画面表示のまま、市長提出議案等の７ページ、そし

て、議案等説明資料は１３ページをお願いします。 

 議案第８号 

 清須市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 
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 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、人事院の国会及び内閣に対する令和６年８月８日付けの公務員人事管

理に関する勧告に鑑み、時間外勤務の免除の対象となる職員の範囲の拡充等を行う必要があるか

らです。 

 市長提出議案等は、８ページをお願いします。 

 清須市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

 清須市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を次のように改正する。 

 主な内容を御説明いたします。 

 第８条の４では、時間外勤務の免除となる対象職員を「３歳に満たない子のある職員」から

「小学校就学の始期に達するまでの子のある職員」までと拡大するものです。 

 つぎに、第１７条の２及び第１７条の３では、介護両立支援制度等の請求を行いやすくするた

めの勤務環境を整備するものです。第１７条の２では、配偶者等に介護が必要となったことを申

し出た職員に対する個別の周知、意向確認等の実施及び４０歳に達した職員に対する支援制度等

のお知らせを、そして、第１７条の３では、研修の実施や相談体制の整備をそれぞれ任命権者に

義務付けるものであります。 

 附則です。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行するものです。 

 第２項は、この条例の施行日以後の日の時間外勤務制限の開始日とする改正後の第８条の４第

２項の規定による請求を行おうとする職員は、施行日前におきましても当該請求を行うことがで

きるものとするものです。 

 議案第８号の説明は、以上です。 

 続きまして、議案第９号について御説明いたします。 

 市長提出議案等の１１ページ、議案等説明資料の１４ページをお願いします。 

 議案第９号 

 清須市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例案 
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 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、人事院の国会及び内閣に対する令和６年８月８日付けの給与改定に関

する勧告に鑑み、市議会議員に対して支給する期末手当の支給割合を引き上げるため必要がある

からです。 

 市長提出議案等の１２ページをお願いいたします。 

 清須市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 

 主な内容を説明いたします。 

 先の御説明させていただきました議案第９号と全く同様の改正内容となっており、第１条は令

和６年１２月の期末手当の支給割合を０．０５月引き上げ、「１００分の１７０」を「１００分

の１７５」に改める。 

 第２条で、令和７年度以降の６月及び１２月の期末手当に係る支給割合を調整するため、第

１条で改めた「１００分の１７５」を「１００分の１７２．５」に再度改めるものです。 

 附則です。 

 この条例は公布の日から施行するもので、第１条は令和６年１２月１日から適用し、第２条は

令和７年４月１日から施行するものです。 

 議案第９号の説明は、以上です。 

 続きまして、議案第１０号について御説明いたします。 

 市長提出議案等の１３ページ、そして、議案等説明資料の１５ページをお願いします。 

 議案第１０号 

 清須市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、人事院の国会及び内閣に対する令和６年８月８日付けの給与改定に関
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する勧告に鑑み、特別職の職員で常勤のものに対して支給する期末手当の支給割合を引き上げる

ため必要があるからです。 

 市長提出議案等の１４ページをお願いします。 

 清須市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

 主な内容を御説明いたします。 

 先の御説明させていただきました議案第９号と全く同様の改正内容となっており、第１条は令

和６年１２月の期末手当の支給割合を０．０５月引き上げ、「１００分の１７０」を「１００分

の１７５」に改め、第２条で令和７年度以降の６月、１２月の期末手当に係る支給割合を調整す

るため、第１条で改めた「１００分の１７５」を「１００分の１７２．５」に再度改めるもので

す。 

 附則です。 

 この条例は、公布の日から施行するもので、第１条は令和６年１２月１日から適用し、第２条

は令和７年４月１日から施行するものです。 

 議案第１０号の説明は、以上です。 

 続きまして、議案第１１号について御説明いたします。 

 市長提出議案等の１５ページ、議案等説明資料の１６ページをお願いします。 

 議案第１１号 

 清須市職員の給与に関する条例及び清須市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の

条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、人事院の国会及び内閣に対する令和６年８月８日付けの給与改定に関

する勧告に鑑み、職員に対して支給する給与月額の引上げ等を行うため必要があるからです。 

 市長提出議案等の１６ページをお願いします。 

 清須市職員の給与に関する条例及び清須市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の

条例の一部を改正する条例案 
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 清須市職員の給与に関する条例及び清須市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の

条例の一部を改正する条例 

 主な内容を御説明いたします。 

 第１条は、令和６年１２月の一般職の常勤職員に係る期末手当及び勤勉手当の支給割合を０．

０５月それぞれ引き上げ、定年前再任用短時間勤務職員に係る期末手当及び勤勉手当の支給割合

を０．０２５月それぞれ引き上げるとともに、給料表を市長提出議案等の１６ページ下段から

２６ページ中段の表のとおり改めるものです。 

 市長提出議案等の２６ページをお願いいたします。 

 第２条及び第３条は、給料及び扶養手当、勤勉手当等の諸手当にわたり給与制度を整備するも

のです。 

 給料につきましては、給料表の市長提出議案等の２８ページ下段から３８ページ中段までの表

のとおり改めるものです。 

 諸手当に係る見直しにつきましては、議案等説明資料の１６ページを御覧いただきまして、四

つ目の丸をお願いいたします。扶養手当につきましては、子に要する経費の実情や少子化対策の

推進を踏まえ、配偶者に係る扶養手当の廃止及び子に係る扶養手当の引上げを、表にありますと

おり２か年度にわたり段階的に見直すものであります。 

 住居手当につきましては支給対象職員を再任用制度職員まで拡充し、通勤手当につきましては

職員が個々の事情に応じ柔軟に通勤手段を選択できるよう、支給限度額を１か月当たり１５万円

に引き上げるものです。 

 単身赴任手当につきましては、事業所を異にする異動又は在勤する事業所移転によるもののみ

でなく、採用時から支給を可能とするよう見直すものです。 

 管理職員特別勤務手当につきましては、管理職員に対する勤務実態に応じた適切な措置を確保

する観点から、平日・深夜に係る支給対象時間帯を拡大するものです。 

 そして、期末手当及び勤勉手当につきましては、令和７年度以降の６月、１２月に係る支給割

合を調整するため、第１条で改めた支給割合を再度改めるものです。 

 市長提出議案等の２６ページにお戻りいただきまして、２６ページから３８ページにわたり、

ただいま御説明させていただきました内容を条文整理したものとなっております。 

 附則です。 

 この条例は、公布の日から施行するもので、第１条は令和６年４月１日から適用し、第２条及
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び第３条は令和７年４月１日から施行するものです。 

 議案第１１号の説明は、以上となります。 

 続きまして、議案第１２号について御説明いたします。 

 市長提出議案等の４９ページ、議案等説明資料の１７ページをお願いします。 

 議案第１２号 

 清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、人事院の国会及び内閣に対する令和６年８月８日付けの給与改定に関

する勧告に鑑み、会計年度任用職員に対して支給する給与月額の引上げ等を行うため必要がある

からです。 

 市長提出議案等の５０ページをお願いします。 

 清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

 主な内容を御説明いたします。 

 第１条は、令和６年１２月の会計年度任用職員に係る期末手当の支給割合を０．０５月引き上

げるとともに、会計年度任用職員の勤務状況を勘案し、給料表を市長提出議案等の５０ページ中

段から５２ページ上段までの表のとおり改めるものです。 

 第２条は、令和７年度以降の６月、１２月の期末手当に係る支給割合を調整するとともに、最

低賃金の上昇に伴い、別表の給料表を市長提出議案等の５２ページの中段にある表のとおり４号

給を追加し、給料表を１号給から４５号給であったものを１号給から４９号給とするものです。 

 附則です。 

 この条例は公布の日から施行するもので、第１条は令和６年４月１日から適用し、第２条は令

和７年４月１日から施行するものです。 

 以上で、議案第８号から議案第１２号までの説明を終わります。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第１９、議案第１３号「清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案」につ
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いて、総務部長より内容の説明を求めます。 

 岩田総務部長。 

＜ 総務部長（岩田喜一君）登壇 ＞ 

総務部長（岩田喜一君） 

 総務部長、岩田です。 

 議案第１３号について御説明します。 

 それでは、議案の５３ページと説明資料の１８ページを御覧ください。まず議案の５３ページ

です。 

 議案第１３号 

 清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、刑法の一部改正による懲役及び禁錮の廃止並びに拘禁刑の創設に伴い、

規定を整理する必要があるからです。 

 ５４ページを御覧ください。 

 清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 

 清須市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

 この条例の一部改正案では、全部で八つの条例をまとめて一部改正することになります。 

 説明資料の１８ページを御覧ください。 

 三つ目の丸です。懲役及び禁錮の廃止並びに拘禁刑の創設に伴い、規定を整理するものです。 

 令和７年６月１日に施行される一部改正刑法は、各受刑者の特性に応じた改善更生及び再犯防

止を図る観点から、懲役及び禁錮について新たに拘禁刑として単一化し、より柔軟な処遇の実施

を可能にしようとする内容となっています。したがいまして、清須市の条例で罰則及び欠格条項

として「懲役」、「禁錮」又は「ふりがな付きの禁錮」を規定している八つの条例について、第

１条から第４条まで、それぞれ「懲役」、「禁錮」又は「ふりがな付きの禁錮」を「拘禁刑」に

改めるものです。 

 議案の５４ページにお戻りください。 
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 まず第１条の改正は、清須市職員の給与に関する条例の一部改正で、「禁錮」又は「ふりがな

つきの禁錮」を「拘禁刑」に改めるものです。 

 つぎに、第２条の改正は、二つの条例の一部改正です。清須市消防団条例及び清須市非常勤消

防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正で、「禁錮」を「拘禁刑」にそれぞれ改

めるものです。 

 つぎに、第３条の改正は、清須市表彰条例の一部改正で、「ふりがなつきの禁錮」を「拘禁刑」

に改めるものです。 

 最後に、第４条の改正は、四つの条例の一部改正です。清須市行政不服審査会設置条例、清須

市個人情報の保護に関する法律施行条例、清須市情報公開・個人情報保護審査会条例及び清須市

議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正で、「懲役」を「拘禁刑」にそれぞれ改めるもの

です。 

 附則です。５５ページを御覧ください。 

 第１項は、施行期日です。 

 この条例は、令和７年６月１日から施行する。 

 第２項から第５項は、それぞれ経過措置の規定です。 

 議案第１３号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 ここで、お諮りいたします。 

 間もなく１２時となりますが、このまま会議を続けたいと思いますが、御異議ございませんで

しょうか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議長（岡山克彦君） 

 ありがとうございます。 

 日程第２０、議案第１４号「清須市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一

部を改正する条例案」について、危機管理部長より内容の説明を求めます。 

 飯田危機管理部長。 

＜ 危機管理部長（飯田英晴君）登壇 ＞ 

危機管理部長（飯田英晴君） 

 危機管理部長の飯田です。議案第１４号について御説明いたします。 
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 市長提出議案等の５７ページと説明資料の１９ページを御覧ください。 

 議案第１４号 

 清須市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部改正

に伴い、非常勤消防団員の退職報償金に係る勤務年数区分に新たな区分を追加する必要があるか

らです。 

 提出議案５８ページを御覧ください。 

 清須市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 

 清須市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第２条関係の別表において、現行の勤務年数区分「３０年以上」を「３０年以上３５年未満」

に改め、新たに「３５年以上」の区分を追加するものです。 

 附則１です。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

 附則２です。 

 改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後に退職した非常勤消防団員について適用し、

同日前に退職した非常勤消防団員については、なお従前の例による。 

 議案第１４号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第２１、議案第１５号「清須市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案」及び日程第

２２、議案第１６号「清須市国民健康保険条例の一部を改正する条例案」の２案件について、市

民環境部長より内容の説明を求めます。 

 石田市民環境部長。 

＜ 市民環境部長（石田隆君）登壇 ＞ 

市民環境部長（石田隆君） 
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 市民環境部長の石田です。 

 議案第１５号について御説明いたします。 

 提出議案等の５９ページと説明資料の２０ページを御覧ください。 

 はじめに、提出議案等の５９ページを御覧ください。 

 議案第１５号 

 清須市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、清須市国民健康保険運営協議会の答申に基づき、税率及び税額の改正

を行う必要があるからです。 

 ６０ページを御覧ください。 

 清須市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 

 清須市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 清須市国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 

 それでは、説明資料の２０ページを御覧ください。改正内容について御説明いたします。 

 県の示す清須市の標準税率に近づけるため、毎年段階的に行っております令和７年以降の清須

市国民健康保険の税率及び税額の改正でございます。 

 改正に当たっては、清須市国民健康保険運営協議会に諮問し、慎重審議いただきました答申に

基づき、本市の税率・税額を決めさせていただきました。具体な税率及び税額については、資料

上から三つ目の丸印の国民健康保険税の表を御覧ください。表の左側が現行、令和６年度の税

率・税額で、右側が答申に基づき、来年度、令和７年度以降の税率・税額でございます。 

 御覧いただいてお分かりのとおり、来年度、令和７年度以降は、現行と比較して後期支援分の

平等割のみ引き下げ、それ以外の税率及び税額とも引き上げさせていただきます。 

 なお、今回の税率・税額改正にて、県の示す仮算定ベースにはなりますが、標準税率と清須市

の税率を合わせることができました。ただし、県の示す清須市の標準収納率には追いついていな

いため、国民健康保険税の赤字補塡の解消にはまだ至っていない状況でございます。このため、

資料上から四つ目の丸印の清須市国民健康保険運営協議会の答申の附帯意見の（２）にあります
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ように、赤字補塡を解消し、県の示す標準収納率の達成に努めるなど、大きく（１）から（３）

までの附帯意見をいただいております。今後は、附帯意見を真摯に捉え、当該附帯意見の達成に

向けて努めてまいります。 

 それでは、市長提出議案等に戻っていただきたいと存じます。 

 ６０ページから６１ページにかけて、ただいま御説明いたしました内容について、清須市国民

健康保険税条例第３条から第９条、第９条の２及び第２３条に係る条文を整理したものになりま

す。 

 最後に、６１ページの下段を御覧ください。 

 附則としまして、第１項、施行期日になりますが、この条例は、令和７年４月１日から施行す

るものです。 

 第２項、経過措置になります。改正後の清須市国民健康保険税条例の規定は、令和７年度以後

の年度分の国民健康保険税について適用し、令和６年度分までの国民健康保険税については、な

お従前の例によるものです。 

 議案第１５号についての御説明は、以上でございます。 

 続きまして、議案第１６号について御説明いたします。 

 提出議案等の６３ページと説明資料の２１ページを御覧ください。 

 はじめに、提出議案等の６３ページを御覧ください。 

 議案第１６号 

 清須市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、清須市国民健康保険運営協議会の委員に被用者保険等保険者を代表す

る委員を追加するため必要があるからです。 

 ６４ページを御覧ください。 

 清須市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 

 清須市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 清須市国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 
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 それでは、説明資料の２１ページを御覧ください。 

 改正内容について御説明いたします。 

 資料上から三つ目の丸印の清須市国民健康保険運営協議会の委員の追加に掲げる表を御覧くだ

さい。 

 左側が現行の人数で、右側が改正後の人数です。御覧のとおり表の最下段になりますが、改正

後は被用者保険等保険者を代表する委員を１名追加するものです。当該委員を追加することで、

従前の委員の御意見に被用者の立場を代表する者からの御意見を加えることで、幅広い意見交換

を行うことができるようにするものです。 

 市長提出議案等の６４ページに戻っていただきますと、ただいま御説明いたしました内容につ

いて条文を整理したものになります。 

 最後に下段を御覧ください。 

 附則としまして、この条例は、令和７年１１月１日から施行するものです。 

 議案第１６号についての御説明は、以上でございます。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第２３、議案第１７号「清須市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例案」について、健康福祉部長より内容の説明を求めます。 

 丹羽健康福祉部長。 

＜ 健康福祉部長（丹羽久登君）登壇 ＞ 

健康福祉部長（丹羽久登君） 

 健康福祉部長の丹羽です。 

 議案第１７号について御説明いたします。 

 提出議案等の６５ページと説明資料の２２ページを御覧ください。 

 議案第１７号 

 清須市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、
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３歳児以上の児童に係る職員の配置基準等を見直す必要があるからです。 

 ６６ページを御覧ください。 

 清須市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 

 清須市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

 清須市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を次のように改正す

る。 

 改正の内容を御説明いたします。 

 説明資料の２２ページ、上から三つ目と四つ目の丸を御覧ください。 

 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、外部施設で調理した食事を

搬入する場合の条件の見直しと職員の配置基準の見直しを行うものです。配置基準につきまして

は、職員一人が保育できる児童の人数を、３歳児は２０対１から１５対１に、４歳児及び５歳児

は３０対１から２５対１に見直すものです。 

 附則です。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行するものです。 

 議案第１７号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第２４、議案第１８号「清須市児童遊園及びちびっこ広場の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例案」、日程第２５、議案第１９号「清須市企業職員の給与の種類及び基準に

関する条例の一部を改正する条例案」、日程第２６、議案第２０号「清須市水道事業の布設工事

監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する

条例案」、日程第２７、議案第２１号「財産の無償譲渡について」及び日程第２８、議案第

２２号「市道路線の認定及び廃止について」の５案件について、建設部長より内容の説明を求め

ます。 

 長谷川建設部長。 

＜ 建設部長（長谷川久高君）登壇 ＞ 

建設部長（長谷川久高君） 

 建設部長、長谷川です。 

 私からは、議案第１８号から２２号までの５案件について説明させていただきます。 

 まず議案第１８号について説明させていただきます。 
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 市長提出議案等は６７ページ、説明資料は２３ページをお開きください。 

 議案第１８号 

 清須市児童遊園及びちびっこ広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、中之切児童遊園を廃止するため必要があるからです。 

 提出議案等の６８ページをお開きください。 

 清須市児童遊園及びちびっこ広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市児童遊園及びちびっこ広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

 清須市児童遊園及びちびっこ広場の設置及び管理に関する条例の一部を次のように改正する。 

 別表、児童遊園の表、中之切児童遊園の項を削る。 

 内容としましては、施設の老朽化及び周辺に都市公園等が所在しているため、当該施設を廃止

するものです。 

 附則です。 

 この条例は、令和７年７月１日から施行する。 

 議案第１８号の説明は、以上です。 

 続きまして、議案第１９号について説明いたします。 

 提出議案等の６９ページと説明資料の２４ページをお開きください。 

 議案第１９号 

 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、人事院の国会及び内閣に対する令和６年８月８日付けの給与改定に関

する勧告に鑑み、企業職員に対して支給する手当の見直しを行うため必要があるからです。 

 提出議案等の７０ページをお開きください。 
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 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 

 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を次のように改正する。 

 内容につきましては、説明資料２４ページで説明いたします。 

 第５条において、配偶者に係る扶養手当を廃止するため、配偶者の項目を削ります。ただし、

令和８年３月３１日までの経過措置を設けます。 

 また、第９条において単身赴任手当について、異動時のみであったものを採用時からに拡充し、

さらに、第２４条において住居手当を常勤職員に加え、新たに再任用職員へも拡充するものです。 

 附則です。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行します。 

 議案第１９号の説明は、以上です。 

 続きまして、議案第２０号について説明いたします。 

 市長提出議案等７３ページと説明資料の２５ページをお願いします。 

 議案第２０号 

 清須市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に

関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、水道法施行令の一部改正に鑑み、布設工事監督者及び水道技術管理者

の資格要件を緩和するため必要があるからです。 

 提出議案等の７４ページを御覧ください。 

 清須市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に

関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に

関する条例の一部を改正する条例 

 清須市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に

関する条例の一部を次のように改正する。 
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 内容につきましては、説明資料２５ページで説明いたします。 

 第３条及び第４条に規定する布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件である実務経験年

数等について、表のとおり要件を緩和するものです。 

 附則です。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行します。 

 議案第２０号の説明は、以上です。 

 続きまして、議案第２１号について説明いたします。 

 提出議案等の７７ページと説明資料２６ページをお願いします。 

 議案第２１号 

 財産の無償譲渡について 

 下記のとおり財産を無償譲渡することについて、地方自治法第９６条第１項第６号の規定によ

り、議会の議決を求める。 

 １、無償譲渡をする財産 

 土地 

 所在地、愛知県清須市西枇杷島町芳野三丁目５２番２、地目、宅地、地積、１７６平方メート

ル 

 建物 

 所在地、愛知県清須市西枇杷島町芳野三丁目５２番地２、構造、鉄骨造平屋建て、延床面積、

９２．６平方メートル 

 ２、無償譲渡をする相手方 

 主たる事務所の所在地、愛知県清須市西枇杷島町芳野三丁目５２番地２ 

 名称及び代表者の氏名、冨士岳町内会、代表者、太田美良 

 ３、無償譲渡をする目的 

 新川西部浄化センター周辺の環境整備事業により整備した上記財産を上記相手方に無償譲渡す

ることにより、当該相手方が所有する集会場として利用することができるようにする。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 なお、参考図面としまして、説明資料２７ページに付近見取図と平面図を添付いたしました。 

 議案第２１号の説明は、以上です。 
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 最後に、議案第２２号について説明いたします。 

 提出議案等の７９ページと説明資料２８ページを御覧ください。 

 議案第２２号 

 市道路線の認定及び廃止について 

 市道路線の認定及び廃止をすることについて、道路法第８条第２項及び同法第１０条第３項に

おいて準用する同法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、区画整理事業に伴う道路の改築等に伴い、市道路線の認定及び廃止を

行うため必要があるからです。 

 市長提出議案等の８０ページに、今回認定いたします路線が掲載してあります。 

 路線番号１１３、新清洲日吉社線から路線番号３４６６、一場御園７号線までの合計４路線で、

８１ページが概要図、８２ページからが詳細図で、路線１１３と３４６５は新清洲駅北土地区画

整理事業による道路敷増に伴うもので、８３ページ、路線３１０４が清洲公園駐車場整備に係る

もの、路線３４６６が五条川堤防の坂路利用によるものです。 

 つぎに、８４ページを御覧ください。 

 廃止路線です。 

 路線番号１１３、新清洲日吉社線から路線番号４６７３、一番割２号線の６路線であり、

８５ページが概要図、８６ページから８８ページまでが詳細図です。 

 内容としましては、先の認定路線で説明しました新清洲北土地区画整理事業による道路改築及

び清洲公園駐車場整備に係るものと、８８ページは民間事業者による土地開発によるものです。 

 議案第１８号から議案第２２号までの説明は、以上となります。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第２９、議案第２３号「令和６年度清須市一般会計補正予算（第７号）案」について、総

務部長より内容の説明を求めます。 

 岩田総務部長。 

＜ 総務部長（岩田喜一君）登壇 ＞ 

総務部長（岩田喜一君） 
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 総務部長、岩田です。 

 議案第２３号について御説明します。 

 それでは、タブレットのｍｏｒｅＮＯＴＥの設定を１画面表示にしていただき、令和６年度一

般会計特別会計補正予算書及び説明書の１ページを御覧ください。 

 議案第２３号 

 令和６年度清須市一般会計補正予算（第７号） 

 令和６年度清須市の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正です。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７，６２７万６，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３１４億８，７７８万６，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第２条は、繰越明許費の補正です。 

 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 第３条は、地方債の補正です。 

 地方債の変更及び廃止は、「第３表 地方債補正」による。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 ２ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。 

 まず歳入です。 

 ２款地方譲与税、補正額１，０００万円の減額、２項自動車重量譲与税です。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、補正額４，０００万円の増額、１項株式等譲渡所得割交付金で

す。 

 ６款法人事業税交付金、補正額８，０００万円の増額、１項法人事業税交付金です。 

 ７款地方消費税交付金、補正額１億円の増額、１項地方消費税交付金です。 

 １１款地方交付税、補正額３億２，６９９万３，０００円の増額、１項地方交付税です。普通

交付税の再算定による増額です。このうち、臨時財政対策債償還基金費１億２，５６６万４，

０００円は、同額を減債基金に積み立てます。 
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 １５款国庫支出金、補正額１，０６５万９，０００円の減額、１項国庫負担金と２項国庫補助

金です。 

 １６款県支出金、補正額２，１２８万円の増額、１項県負担金から３項県委託金までです。 

 １７款財産収入、補正額１，３３９万５，０００円の増額、１項財産運用収入です。各基金の

預金等利子で、それぞれ各基金に積み立てます。 

 １８款寄附金、補正額５，１１０万円の増額、１項寄附金です。主なものは、ふるさと寄附金

５，０００万円の増額です。 

 １９款繰入金、補正額１億３，０００万円の減額、２項基金繰入金です。 

 ２１款諸収入、補正額１億６８３万３，０００円の減額、２項市預金利子と５項雑入です。 

 ２２款市債、補正額１億９，９００万円の減額、１項市債です。この後、「第３表 地方債補

正」で説明をする各事業費の減額に伴うものです。 

 ３ページを御覧ください。 

 歳出です。 

 １款議会費、補正額５７１万４，０００円の減額、１項議会費です。なお、１款議会費から

１０款教育費の各款にわたり、令和６年人事院勧告に伴う人件費の補正を行っています。 

 ２款総務費、補正額４億５，２８９万円の増額、１項総務管理費から６項監査委員費までです。

主なものは、１項総務管理費のうち、元気な清須ふるさと応援費では、ふるさと寄附金の増加に

伴い２，３６５万９，０００円を増額計上しました。また、本補正予算の不用額の精査などによ

る財源を基に、都市計画施設基金に３億円、義務教育施設整備基金に１億円の元金をそれぞれ今

後の財政需要を考慮し、積み立てることにしました。 

 ３款民生費、補正額１億５，５４８万６，０００円の増額、１項社会福祉費から３項生活保護

費までです。主なものは、１項社会福祉費のうち、訓練等給付費では就労移行支援などのサービ

ス利用者の増加に伴い２，８００万円の増額計上、保育所等給食費軽減対策支援金では県補助金

を活用し、令和６年１０月から令和７年３月分の市内の民間保育所等の給食の支援に８４２万７，

０００円を新規計上しました。 

 ４款衛生費、補正額４，９３４万２，０００円の減額、１項保健衛生費から３項上水道費まで

です。主なものは、２項清掃費のうち、浄化槽清掃費補助金では申請件数の増加などに伴い

６２９万７，０００円の増額計上、西春日井２次救急医療負担金は１，６７９万１，０００円を

減額、清洲保健センターの解体費は２，８１３万５，０００円を減額しました。 
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 ６款農林水産業費、補正額６１万９，０００円の減額、１項農業費です。 

 ７款商工費、補正額６８万円の増額、１項商工費です。 

 ８款土木費、補正額２億２，１１５万７，０００円の減額、１項土木管理費から４項都市計画

費までです。主なものは、２項道路橋梁費のうち、道路ストック点検費は１，３００万円を減額、

４項都市計画費のうち、新清洲駅北土地区画整理費は６，４７４万２，０００円を減額、新清洲

駅付近鉄道高架費は１億４，８０８万４，０００円を減額しました。 

 ９款消防費、補正額９９８万６，０００円の減額、１項消防費です。 

 １０款教育費、補正額９，１２７万１，０００の減額、１項教育総務費から６項保健体育費ま

でです。主なものは、２項小学校費のうち、各小学校整備費は１億１，５００万円を減額しまし

た。 

 １１款公債費、補正額５，４６９万１，０００円の減額、４ページを御覧ください。１項公債

費です。 

 ５ページを御覧ください。 

 第２表、繰越明許費補正の追加です。 

 年度内に執行が困難と見込まれる事業については、繰越明許費を設定いたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費のうち、住民情報系システム管理事業は、春日新橋西土地区画整

理事業本換地対応業務において住基上の住所を更新するために必要となる法務局からの土地所在

地データの提供が当初の見込みよりも遅延したためで、１，０８９万円を繰り越します。令和

７年５月末の完了を予定しています。 

 ６款農林水産業費、１項農業費のうち、まず土地改良事業は、西牧新田排水路改修事業におい

て水路と民地の等価交換が必要になりましたが、民地に抵当権が設定されていることが判明し、

その抹消に係る権利者との調整に不測の日数を要したためで、２，５００万円を繰り越します。

令和７年１２月末の完了を予定しています。 

 同じく、１項農業費のうち、用排水路整備事業は、阿原宮前地区用排水路改修事業に係る設計

業務において改修場所が新川堤防と近接しているため、堤防への影響の有無を検証する必要があ

り、河川管理者である愛知県との調整に不測の日数を要したためで、１９２万５，０００円を繰

り越します。令和７年６月末の完了を予定しています。 

 ８款土木費、２項道路橋梁費のうち、道路維持補修事業は、三つの事業で４，０８３万６，

０００円を繰り越します。 
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 一つ目は、枇杷島陸橋架け替え関連事業である雨水管移設事業において愛知県が実施する各占

有者等との調整が当初の見込みよりも遅延したためで、令和７年７月末の完了を予定しています。 

 二つ目は、小田井地区用排水路改修事業において水路を暗渠（きょ）化する際に支障となる電

柱の移設や個人宅への水道取付管の埋設位置の是正に不測の日数を要したためで、令和７年６月

末の完了を予定しています。 

 三つ目は、下河地区道路新設事業において令和６年度事業である擁壁設置工事で支障となって

いた水道管やガス管等の仮配管の復旧や新設道路上において支障となる電柱の移設に不測の日数

を要したためで、令和７年９月末の完了を予定しています。 

 ４項都市計画費のうち、清洲駅前土地区画整理事業は、土地区画整理事業に伴う移転補償にお

いて権利者の移転先におけるライフライン整備に不測の日数を要したためで、６０万円を繰り越

します。令和７年５月末の完了を予定しています。 

 同じく、４項都市計画費のうち、新清洲駅北土地区画整理事業は、土地区画整理事業に伴う事

業損失補償において権利者との交渉に時間を要したためで、８４０万円を繰り越します。令和

７年９月末の完了を予定しています。 

 同じく、４項都市計画費のうち、新清洲駅付近鉄道高架事業は、三つの事業で８，６３２万円

を繰り越します。 

 一つ目は、鉄道高架整備事業において物件移転工事の遅れに伴い、埋蔵文化財発掘調査及び占

用物件移設工事が遅延したためで、令和７年８月末の完了を予定しています。 

 二つ目は、西市場廻間線等事業において用地取得に係る権利者との交渉が難航したためで、令

和７年６月末の完了を予定しています。 

 三つ目は、下本町丸之内線等整備事業において関係機関との協議調整に不測の日数を要したた

めで、令和７年９月末の完了を予定しています。 

 ６ページを御覧ください。 

 第３表、地方債補正です。 

 上段の変更分は、それぞれ事業費の減額に伴う変更です。 

 社会福祉施設整備事業は清洲総合福祉センターのエレベーター改修で１，８００万円を減額し、

補正後の限度額は５，１００万円です。 

 清洲保健センター解体事業は２，８００万円を減額し、補正後の限度額は５，１００万円です。 

 清洲駅前土地区画整理事業は道路用地補償及び道路築造に伴う道路整備事業の負担金で
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２００万円を減額し、補正後の限度額は９，５００万円です。 

 新清洲駅北土地区画整理事業は仮線用地内の構造物の撤去及び建物補償に伴う土地区画整理事

業費で２，４００万円を減額し、補正後の限度額は２，３００万円です。 

 小学校整備事業は特別教室への空調設備設置などで５，９００万円を減額し、補正後の限度額

は６，６００万円です。 

 中学校整備事業も特別教室への空調設備設置などで１，２００万円を減額し、補正後の限度額

は５，４００万円です。 

 社会教育施設整備事業は春日公民館のエレベーター改修で１，０００万円を減額し、補正後の

限度額は２億３，９００万円です。 

 下段は、廃止です。 

 新清洲駅付近鉄道高架整備事業は、道路線形を変更したことに伴い用地取得等を一部取りやめ

たことによるもので、４，６００万円を減額しました。 

 議案第２３号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第３０、議案第２４号「令和６年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）案」

及び日程第３２、議案第２６号「令和６年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

案」の２案件について、市民環境部長より内容の説明を求めます。 

 石田市民環境部長。 

＜ 市民環境部長（石田隆君）登壇 ＞ 

市民環境部長（石田隆君） 

 市民環境部長の石田です。 

 議案第２４号について御説明いたします。 

 令和６年度一般会計特別会計補正予算書及び説明書の４５ページを御覧ください。 

 議案第２４号 

 令和６年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 令和６年度清須市の国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３３万６，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６３億１，９７９万２，０００円とする。 
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 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 ４６ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。 

 はじめに、歳入について御説明いたします。 

 ４款繰入金、補正額２３３万６，０００円の増額、１項他会計繰入金です。内容につきまして

は、職員給与費増額に伴う一般会計繰入金の増額でございます。 

 ４７ページを御覧ください。 

 歳出について御説明いたします。 

 １款総務費、補正額２３３万６，０００円の増額、１項総務管理費です。内容につきましては、

人事院給与勧告に基づく給与改定に伴う職員人件費の増額でございます。 

 議案第２４号の御説明は、以上でございます。 

 続きまして、議案第２６号について御説明いたします。 

 令和６年度一般会計特別会計補正予算書及び説明書の７３ページを御覧ください。 

 議案第２６号 

 令和６年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

 令和６年度清須市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７万９，０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１９億１，９２８万４，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 ７４ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。 

 はじめに、歳入について御説明いたします。 
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 ２款繰入金、補正額７万９，０００円の増額、１項他会計繰入金です。内容につきましては、

職員給与費増加に伴う一般会計繰入金の増額でございます。 

 ７５ページを御覧ください。 

 歳出について御説明いたします。 

 １款総務費、補正額７万９，０００円の増額、１項総務管理費です。内容につきましては、人

事院給与勧告に基づく給与改定に伴う職員人件費の増額でございます。 

 議案第２６号の御説明は、以上でございます。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第３１、議案第２５号「令和６年度清須市介護保険特別会計補正予算（第３号）案」につ

いて、健康福祉部長より内容の説明を求めます。 

 丹羽健康福祉部長。 

＜ 健康福祉部長（丹羽久登君）登壇 ＞ 

健康福祉部長（丹羽久登君） 

 健康福祉部長の丹羽です。 

 議案第２５号について御説明いたします。 

 補正予算書及び説明書の５９ページを御覧ください。 

 議案第２５号 

 令和６年度清須市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 令和６年度清須市の介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正です。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６０２万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ５３億６，０２７万６，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出補正予算」による。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 ６０ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。 

 歳入を御説明いたします。 
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 ３款国庫支出金、補正額７，０００円の増額、２項国庫補助金です。 

 ４款支払基金交付金、補正額８，０００円の増額、１項支払基金交付金です。 

 ５款県支出金、補正額４，０００円の増額、２項県補助金です。 

 ６款財産収入、補正額１１６万４，０００円の増額、１項財産運用収入です。 

 ７款繰入金、補正額４８３万７，０００円の増額、１項他会計繰入金と２項基金繰入金です。 

 つぎに、６１ページを御覧ください。 

 歳出を御説明いたします。 

 １款総務費、補正額４８２万４，０００円の増額、１項総務管理費です。 

 ３款地域支援事業費、補正額３万２，０００円の増額、２項一般介護予防事業費です。 

 ４款基金積立金、補正額１１６万４，０００円の増額、１項基金積立金です。 

 議案第２５号の説明は、以上でございます。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第３３、議案第２７号「令和６年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）案」及び日程

第３４、議案第２８号「令和６年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）案」の２案件につ

いて、建設部長より内容の説明を求めます。 

 長谷川建設部長。 

＜ 建設部長（長谷川久高君）登壇 ＞ 

建設部長（長谷川久高君） 

 建設部長、長谷川です。 

 それでは、議案第２７号について説明いたします。 

 令和６年度水道事業会計下水道事業会計補正予算書及び説明書の１ページを御覧ください。 

 議案第２７号 

 令和６年度清須市水道事業会計補正予算（第２号） 

 第１条は、総則です。 

 令和６年度清須市水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 第２条は、業務の予定量です。 

 令和６年度清須市水道事業会計予算第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。 

 第４号、主要な建設改良事業 

 重要給水施設配水管路耐震化事業、既決予定額２，７３６万５，０００円、補正予定額として
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５，０００万円を増額し、計７，７３６万５，０００円。 

 第３条は、収益的支出です。 

 予算第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 第１款水道事業費用、既決予定額２億３，７８０万円、補正予定額として５６万５，０００円

を増額し、計２億３，８３６万５，０００円。 

 第１項営業費用、既決予定額２億３，０５７万７，０００円、補正予定額として５６万５，

０００円を増額し、計２億３，１１４万２，０００円。 

 第４条は、資本的収入及び支出です。 

 予算第４条本文括弧書中「３，６５１万４，０００円」を「７，５８２万２，０００円」に改

め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入です。 

 第１款資本的収入、既決予定額７，８４９万７，０００円、補正予定額として１，１１３万９，

０００円を増額し、計８，９６３万６，０００円。 

 第４項国庫補助金、既決予定額０円、補正予定額として１，１１３万９，０００円を増額し、

計１，１１３万９，０００円。 

 つぎに、支出です。 

 第１款資本的支出、既決予定額１億１，５０１万１，０００円、補正予定額として５，

０４４万７，０００円を増額し、計１億６，５４５万８，０００円。 

 第１項水道施設費、既決予定額９，８１７万８，０００円、補正予定額として５，０４４万７，

０００円を増額し、計１億４，８６２万５，０００円。 

 ２ページを御覧ください。 

 第５条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費です。 

 予算第７条に定めた経費の金額を次のように改める。 

 第１号、職員給与費、既決予定額１，９３５万５，０００円、補正予定額として９８万８，

０００円を増額し、計２，０３４万３，０００円。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 ３ページを御覧ください。 

 令和６年度清須市水道事業会計補正予算（第２号）実施計画です。 
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 （１）収益的支出 

 第１款水道事業費用、第１項営業費用、第５目総係費、補正予定額５６万５，０００円の増額

につきましては、人事院勧告に鑑みた給与改定に伴う人件費の増額です。 

 （２）資本的収入及び支出 

 収入です。 

 第１款資本的収入、第４項国庫補助金、第１目国庫補助金、補正予定額１，１１３万９，

０００円の増額につきましては、社会資本整備総合交付金の増額です。 

 つぎに、支出です。 

 第１款資本的支出、第１項水道施設費、第１目配水設備工事費、補正予定額５，０４４万７，

０００円の増額につきましては、配水管の耐震化事業費の増加などです。 

 議案第２７号の説明は、以上です。 

 続きまして、議案第２８号について説明いたします。 

 同じ資料の１１ページを御覧ください。 

 議案第２８号 

 令和６年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 第１条は、総則です。 

 令和６年度清須市下水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 第２条は、収益的支出です。 

 令和６年度清須市下水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正す

る。 

 第１款下水道事業費用、既決予定額１６億１，３４９万９，０００円、補正予定額として

１６６万９，０００円を増額し、計１６億１，５１６万８，０００円。 

 第１項営業費用、既決予定額１４億４，２０６万７，０００円、補正予定額として１６６万９，

０００円を増額し、計１４億４，３７３万６，０００円。 

 第３条は、資本的支出です。 

 予算第４条本文括弧書中「５億４，１０２万６，０００円」を「５億４，２２０万７，

０００円」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 第１款資本的支出、既決予定額２６億２，７４２万２，０００円、補正予定額として１１８万

１，０００円を増額し、計２６億２，８６０万３，０００円。 
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 第１項下水道施設費、既決予定額１９億６，０１０万９，０００円、補正予定額として

１１８万１，０００円を増額し、計１９億６，１２９万円。 

 第４条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費です。 

 予算第９条に定めた経費の金額を次のように改める。 

 １号、職員給与費、既決予定額６，０７０万円、補正予定額として２８５万円を増額し、計６，

３５５万円。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 １２ページを御覧ください。 

 令和６年度清須市下水道事業会計補正予算（第２号）実施計画です。 

 （１）収益的支出 

 第１款下水道事業費用、第１項営業費用、第６目総係費、補正予定額１６６万９，０００円の

増額につきましては、人事院勧告に鑑みた給与改定に伴う人件費の増額です。 

 （２）資本的支出 

 第１款資本的支出、第１項下水道施設費、第３目建設総係費、補正予定額１１８万１，

０００円の増額につきましても、人事院勧告に鑑みた給与改定に伴う人件費の増額です。 

 議案第２８号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第３５、報告第１号「専決処分した事件（損害賠償の額を定め、和解すること）の報告に

ついて」、市民環境部長より内容の報告を求めます。 

 石田市民環境部長。 

＜ 市民環境部長（石田隆君）登壇 ＞ 

市民環境部長（石田隆君） 

 市民環境部長の石田です。 

 報告第１号について御説明いたします。 

 提出議案等の８９ページを御覧ください。 

 報告第１号 

 専決処分した事件（損害賠償の額を定め、和解すること）の報告について 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、専決処分した事件について、同条第２項の規定に
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より、議会に報告する。 

 この報告第１号は、１件１００万円以下の損害賠償額の決定に該当するものです。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 ９０ページを御覧ください。 

 損害賠償の額を定め、和解することについて、市民環境部所管１件です。 

 表の左側の欄を御覧ください。 

 専決処分年月日は令和６年１２月１１日、発生年月日は令和６年１０月１日です。 

 つぎに、少し飛びまして、表の一番右側の欄、事件概要を御覧ください。 

 清須市春日県１５９番地先の道路において、市が管理する桜の木の枝の落下が原因となる自動

車の車体及びミラーの損傷事故が発生し、相手方に物的損害を与えたもので、保険にて対応いた

しました。 

 左から二つ目の欄、相手方の住所及び氏名については、記載のとおりです。 

 その右隣の欄、損害賠償の額については、４万８，２９０円です。 

 報告第１号の御説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第３６、報告第２号「専決処分した事件（損害賠償の額を定め、和解すること）の報告に

ついて」、スポーツ課長より内容の報告を求めます。 

 髙山スポーツ課長。 

スポーツ課長（髙山敬君） 

 スポーツ課長、髙山です。 

 報告第２号について御説明いたします。 

 提出議案等の９１ページを御覧ください。 

 報告第２号 

 専決処分した事件（損害賠償の額を定め、和解すること）の報告について 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、専決処分した事件について、同条第２項の規定に

より、議会に報告する。 

 令和７年２月２１日提出 

 清須市長、永田純夫 
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 ９２ページを御覧ください。 

 損害賠償の額を定め、和解することについて、教育部所管１件です。 

 専決処分年月日は令和６年１１月１２日、発生年月日は令和６年８月１３日です。 

 相手方の住所及び氏名は記載のとおりで、損害賠償の額は１１万７，５００円です。 

 事件概要です。 

 あま市坂牧大塚６５番１地先の交差点において、市職員が公用車にて直進しようとしたところ、

対向車線から右折しようとする相手方の自動車と衝突し、双方に物的損害が生じたもので、保険

にて対応しました。 

 報告２号の説明は、以上です。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第３７、発議第１号につきましては、本日は提案理由及び内容説明を受けるのみで散会し、

３月３日の本会議において総務常任委員会に審査を付託したいと思います。 

 このような進め方でございますが、これに御異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議長（岡山克彦君） 

 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま申し上げた方法で行うことに決定いたします。 

 日程第３７、発議第１号「清須市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例案」

を議題といたします。 

 提出者であります林議員より提案理由及び内容の説明を求めます。 

 説明は、発言席でお願いいたします。 

 林議員。 

 

＜ １４番議員（林真子君）登壇 ＞ 

１４番議員（林真子君） 

 議席１４番、林真子でございます。 

 発議第１号につきまして御説明いたします。 

 発議第１号 

 清須市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例案 
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 上記の議案を提出する。 

 令和７年２月２１日提出 

 提出者、清須市議会議員、林真子 

 賛成者、清須市議会議員、成田義之、浅井泰三、久野茂、伊藤嘉起、大塚祥之、松岡繁知 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律の一部改正に伴い、規定を整理する必要があるからです。 

 １枚跳ねていただきまして、提出議案を御覧ください。 

 清須市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 

 清須市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を次のように改正する。 

 主な内容を御説明いたします。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、

規定を整理するものです。 

 最後に、附則です。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行するものです。 

 発議第１号の説明は、以上でございます。 

議長（岡山克彦君） 

 日程第３８、請願第１号「愛知県議会議員選挙の選挙区に関する請願書」を議題といたします。 

 紹介議員であります松岡議員より内容の説明を求めます。 

 説明は、発言席でお願いいたします。 

 松岡議員。 

＜ ５番議員（松岡繁知君）登壇 ＞ 

５番議員（松岡繁知君） 

 議席番号５番、松岡繁知でございます。 

 請願第１号 愛知県議会議員選挙の選挙区に関する請願書の内容について御説明をさせていた

だきます。 

 請願者、清須市須ケ口３３４番地４、元清須市長、加藤静治。清須市一場１５０８番地、元清

須市議会議員、八木勝之。 
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 そして、紹介議員、清須市土田郷上切３４番地、松岡繁知です。 

 それでは、請願趣旨を述べさせていただきます。 

 ７町で構成されていた旧西春日井郡は、平成の大合併を経て、清須市、北名古屋市、西春日井

郡豊山町の２市１町となった。 

 現在も消防、救急、福祉など様々な面で連携・協力し、一体となって地域住民の福祉の向上に

努められており、現在の愛知県議会の議員の選挙区は旧西春日井郡の清須市、北名古屋市、西春

日井郡豊山町の区域のままであるが、ごみ処理や衛生関係などは別々の組合で運営しているとこ

ろである。 

 令和４年１２月２８日施行の公職選挙法の一部改正により、衆議院小選挙区の区割りが改定さ

れ、旧愛知第５区(名古屋市中村区、中川区、清須市、北名古屋市、西春日井郡豊山町)で同じ区

域であった旧西春日井郡は、清須市は新愛知第５区、北名古屋市と西春日井郡豊山町は新愛知第

１６区に分かれることとなった。 

 これまで、西春日井２市１町においては、衆議院小選挙区の区域と愛知県議会の議員の選挙区

の区域が同一であったため問題はなかったと思われるが、衆議院小選挙区の区域と異なることに

よって、県議会議員の活動も多忙になることが予想されており、ひいては西春日井２市１町の地

域住民を混乱させ、一体感を著しく損なうこととなり、市町の意思が国や県に的確に反映されな

くなるおそれがあることは否めない。 

 清須市誕生から間もなく２０年となり、愛知県下唯一の特例区として選挙をする意味がなくな

ったこと、また、清須市民の意思で県議会議員を選出するという権利を阻害していると思われる。 

 このような事態は、清須市の発展を考えた際、憂慮を抱くこととなるため、衆議院小選挙区の

区割りに基づき、愛知県議会の議員の選挙区の区域を清須市の区域と北名古屋市及び西春日井郡

豊山町の区域に分割するよう清須市民を代表して強く要望するとともに、清須市議会議員の皆様

におかれましては、清須市民の将来を思い、良識ある御判断を切にお願い申し上げます。 

 以上の趣旨から、地方自治法第１２４条の規定により、下記の事項について請願書を提出する。 

 請願事項 

 愛知県議会の選挙区の改正を求める要望書を提出すること。 

 議員各位におかれましては、慎重に御審議の上、御賛同を賜りますようお願いいたします。 

 以上で、説明を終わります。 

議長（岡山克彦君） 
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 この請願につきましては、会議規則第３７条及び第１３０条の規定により、質疑を省略し、総

務常任委員会に審査を付託いたします。 

 以上で、本日の会議日程は、全て終了いたしました。 

 これをもちまして、本日は散会といたします。 

 なお、次回の本会議は、２月２６日水曜日午前９時３０分から再開いたします。 

 早朝より長時間御苦労さまでした。 

 

（ 時に午後１時１分 散会 ） 

 


